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登別市功労者表彰・登別市表彰は、永年にわ
たり登別市の行政や社会福祉などに貢献された
方や団体に対し、表彰を行うものです。
このたびの受賞者は、市功労者表彰７人、市
表彰１７人（自治貢献表彰８人、社会貢献表彰２
人、教育文化貢献表彰６人、篤志貢献表彰１人）
で、１１月３日火に市民会館で表彰式を行います。

 ～登別市功労者表彰～ 

永
年
に
わ
た
り
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
委
員
、
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
委

員
と
し
て
市
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

平成２１年度
登別市功労者表登別市功労者表彰彰
登別市表登別市表彰彰

 山
  谷
 つ
ね
 子
 さ
ん

や
ま
 

や
 

こ

永
年
に
わ
た
り
町
内
会
長
と
し
て
市
勢

の
発
展
と
振
興
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に

文
化
団
体
役
員
と
し
て
文
化
の
振
興
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

 佐
  藤
 　
 逸
  夫
 さ
ん

さ
 

と
う
 

い
つ
 

お

永
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
児
童
委
員
と

し
て
社
会
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。  近

  藤
 ト
シ
 子
 さ
ん

こ
ん
 

ど
う
 

こ

永
年
に
わ
た
り
社
会
教
育
委
員
長
を
は

じ
め
子
ど
も
会
役
員
と
し
て
社
会
教
育
の

振
興
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
民
生
委
員

児
童
委
員
と
し
て
社
会
福
祉
の
向
上
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

 川
  島
 　
 芳
  治
 さ
ん

か
わ
 

し
ま
 

よ
し
 

は
る
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永
年
に
わ
た
り
登
別
建
設
協
会
会
長
を

は
じ
め
役
員
と
し
て
産
業
の
振
興
に
尽
力

さ
れ
る
と
と
も
に
交
通
安
全
協
会
会
長
と

し
て
交
通
安
全
思
想
の
啓
発
や
交
通
事
故

防
止
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

 草
  塩
 　
 忠
  幸
 さ
ん

く
さ
 

し
お
 

た
だ
 

ゆ
き

永
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
児
童
委
員
と

し
て
社
会
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。  森

  口
 　
　
 達
 さ
ん

も
り
 

ぐ
ち
 

さ
と
る

永
年
に
わ
た
り
学
校
歯
科
医
と
し
て
児

童
生
徒
の
健
康
管
理
や
学
校
環
境
衛
生
の

向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

 髙
  橋
 　
 恒
  夫
 さ
ん

た
か
 

は
し
 

つ
ね
 

お

登
別
市
表
彰

 岸
 　
　
 明
  司
 さ
ん

き
し
 

あ
き
 

じ

多
年
に
わ
た
り
町
内
会
長
を
は
じ
め
役

員
と
し
て
市
勢
の
発
展
と
振
興
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

 神
 　
　
 藤
  男
 さ
ん

じ
ん
 

ふ
じ
 

お

 髙
  橋
 　
 敏
  夫
 さ
ん

た
か
 

は
し
 

と
し
 

お

自
治
貢
献
表

自
治
貢
献
表
彰彰

社
会
貢
献
表

社
会
貢
献
表
彰彰

多
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
児
童
委
員
と

し
て
社
会
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。 武

  田
 　
 周
  造
 さ
ん

た
け
 

だ
 

し
ゅ
う
 
ぞ
う

多
年
に
わ
た
り
森
林
愛
護
組
合
役
員
と

し
て
産
業
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

多
年
に
わ
た
り
文
化
団
体
役
員
と
し
て

芸
術
文
化
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

多
年
に
わ
た
り
体
育
団
体
役
員
と
し
て

体
育
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

 小
  原
 　
 茂
  昌
 さ
ん

お
 

ば
ら
 

し
げ
 

ま
さ

篤
志
貢
献
表

篤
志
貢
献
表
彰彰

公
共
用
地
と
し
て
土
地
を
寄
附
さ
れ
市

勢
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

多
年
に
わ
た
り
町
内
会
役
員
と
し
て
市

勢
の
発
展
と
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

 赤
  間
 　
 虎
  雄
 さ
ん

あ
か
 

ま
 

と
ら
 

お

 新
  井
 　
 正
  昭
 さ
ん

あ
ら
 

い
 

ま
さ
 

あ
き
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ひ
ろ

 瀨
 　
 淑
  子
 さ
ん

せ
 

よ
し
 

こ

 片
  山
 　
 徹
  雄
 さ
ん

か
た
 

や
ま
 

て
つ
 

お

 沼
  倉
 　
 正
  明
 さ
ん

ぬ
ま
 

く
ら
 

ま
さ
 

あ
き

 河
  村
 　
 清
  美
 さ
ん

か
わ
 

む
ら
 

き
よ
 

み

教
育
文
化
貢
献
表

教
育
文
化
貢
献
表
彰彰

 須
  田
 　
 諒
  子
 さ
ん

す
 

だ
 

り
ょ
う
 

こ

 上
  石
 　
 玲
  子
 さ
ん

あ
げ
 

い
し
 

れ
い
 

こ

 志
  賀
 　
 武
  夫
 さ
ん

し
 

が
 

た
け
 

お

 蛯
  子
 　
 武
  大
 さ
ん

え
び
 

こ
 

た
け
 

ひ
ろ

問い合わせ 総務グループ問い合わせ　総務グループ（（緯緯碓碓８８５５ １１３０１１３０））

多
年
に
わ
た
り
体
育
指
導
委
員
会
委
員

と
し
て
体
育
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

 永
  井
  八
  重
  子
 さ
ん

な
が
 

い
 

や
 

え
 

こ

 目
  黒
  千
  惠
  子
 さ
ん

め
 

ぐ
ろ
 

ち
 

え
 

こ
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地
方
自
治
体
は
、
地
方
分
権
改
革
の
進

展
な
ど
に
よ
り
、
担
う
役
割
と
責
任
が
大

き
く
な
る
中
、
財
政
問
題
や
少
子
高
齢
化

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
社
会
の
要
請
に
応
え
る
た
め
、

全
国
の
大
学
で
は
、
政
策
系
の
大
学
院
や

学
部
が
年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
自
治
体
の
実
情
を
検
証
し
た
上
で
政

策
を
提
言
す
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
同
志
社

大
学
を
は
じ
め
と
す
る
全
国
の
大
学
や
市

議
会
、
商
工
会
議
所
、
観
光
協
会
、
市
な

ど
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
に
よ
り
、
自

治
体
政
策
な
ど
を
学
ぶ
大
学
生
が
、
登
別

市
に
集
い
、
自
治
体
な
ど
へ
の
政
策
提
言

や
議
論
を
行
う
『
全
国
大
学
政
策
フ
ォ
ー

ラ
ム
』
を
平
成
　
年
か
ら
開
催
し
て
い
ま

１８

す
。

８
月
　
日
月
に
登
別
市
に
到
着
し
た
学

１０

生
た
ち
は
、
市
内
一
円
を
バ
ス
で
見
学
。

　
日
火
に
は
、
市
役
所
を
拠
点
に
、
市
内

１１の
企
業
や
ま
ち
づ
く
り
団
体
、
町
内
会
、

市
職
員
な
ど
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
ま
ち

の
現
状
や
課
題
を
確
認
す
る
な
ど
、
グ
ル

ー
プ
発
表
の
資
料
収
集
を
行
い
ま
し
た
。

　
日
水
に
は
、
グ
ル
ー
プ
発
表
が
行
わ

１２
れ
、
『
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
は
』
と
い
う
難
し
い
テ
ー
マ
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
登
別
の
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
た
発
表
が
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
最
優
秀
賞
に
は
、
埼
玉
大
学
経
済
学

部
斎
藤
ゼ
ミ
、
優
秀
賞
に
は
日
本
大
学
法

学
部
外
山
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ａ
が
輝
き
ま
し
た
。

ま
た
、
特
に
実
現
性
の
高
い
政
策
発
表

を
し
た
グ
ル
ー
プ
に
贈
ら
れ
る
登
別
市
長

賞
に
は
同
志
社
大
学
大
学
院
総
合
政
策
科

学
研
究
科
今
川
ゼ
ミ
Ｂ
が
、
斬
新
で
ユ
ニ

ー
ク
な
発
表
を
し
た
グ
ル
ー
プ
に
贈
ら
れ

る
登
別
市
議
会
議
長
賞
に
は
日
本
大
学
法

学
部
外
山
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ｂ
チ
ー
ム
が
選
ば

れ
た
ほ
か
、
政
策
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所

賞
に
は
同
志
社
大
学
政
策
学
部
風
間
ゼ
ミ

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
同
志
社
大
学
の
今
川
教
授
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
入
賞
し
た
グ
ル

ー
プ
の
代
表
と
登
別
市
市
民
自
治
推
進
委

員
会
の
木
村
副
会
長
、
登
別
ま
ち
づ
く
り

促
進
期
成
会
の
成
田
会
長
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
登
別
市
に
集
っ
た
若
者
た

ち
が
発
表
し
た
政
策
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

『
市
民
自
治
ネ
ク
ス
ト
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
創
造
～
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
は
～
』
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ

た
今
年
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
立
教
大
学
、

岩
手
県
立
大
学
、
日
本
大
学
、
埼
玉
大
学
、

同
志
社
大
学
の
ほ
か
、
道
内
か
ら
小
樽
商

科
大
学
、
室
蘭
工
業
大
学
が
参
加
し
、
過

去
最
大
の
７
大
学
　
グ
ル
ー
プ
、　
人
が

１４

１０４

登
別
市
に
集
い
ま
し
た
。

全
国
大
学
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
は

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
…

８月１０日月から１２日水までの３日間、
登別市に自治政策などを学ぶ大学生たち
が集い、市民との意見交換やフィールド
ワークなどから、まちづくりの実態を学
び、政策などの発表と議論を行う『第４
回全国大学政策フォーラムｉｎ登別』が
行われました。
今月号では、その内容についてお知ら
せします。

『『『『『『『『『『協協協協協協協協協協働働働働働働働働働働ののののののののののままままままままままちちちちちちちちちちづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくりりりりりりりりりり』』』』』』』』』』をををををををををを考考考考考考考考考考ええええええええええ『協働のまちづくり』を考えるるるるるるるるるるる
第４回全国大学政策フォーラムｉｎ登別特集
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れ、応募する市民も増えることが期待されます。
３つ目に行政情報の地域化です。記事の数が必須なら
地域情報を増やした場合、行政情報が減ってしまうと考
えてしまいますが、行政情報に日々のエピソードや意見
を取り込み、郷土愛が深まる性質を持たせることで地域
情報を増やすことができます。
４つ目にレイアウトの見直しです。『東奔西走』は地
域情報であふれており、郷土愛を深めるために重要なコ
ーナーであると考えられますが、市民の２０％にしか読ま
れていません。原因は何なのでしょうか。レイアウトが
単調でメリハリがないためです。この解決手段として、
優先順位に合わせて記事を大きくしたり、サイズを変え
メリハリをつけることで、読者が増えると考えます。
これらの４つの効果を合わせることにより、登別市の
郷土愛の増加が実現されると考えました。広報紙を活用
して地域情報を継続的に提供することで、郷土愛が深ま
り、市民自治の基盤が強化されます。わたしたちは地域
情報を継続的に提供するということを発伝という言葉に、
郷土愛を深めるということを、地熱という言葉に置き換
えて、『地熱発伝』という４文字に思いを託し、提言の
発表とします。

最優秀賞
埼玉大学経済学部斎藤ゼミ

地熱発伝
『行政情報』から『地域情報』へ
郷土愛を育む広報紙づくり
市民自治の実現に必要なもの、それは住民一人一人の

郷土愛であり、そのためには、地域情報の継続的な提供
が必要であるとわたしたちは考えます。
地域情報とは、人や場所が特定できるリアリティーの

ある情報で、単なる行政のお知らせではない情報を言い
ます。地域情報を提供するには、市民の８９％が閲覧して
いる広報紙を活用することが最も効果的です。
広報のぼりべつは、市民が必要とすることを正確かつ

迅速に知らしめることが大切であるとする方針から行政
情報が中心の広報と言えます。実際に広報紙を調べてみ
ると、行政情報が８７％、地域の情報が１３％と地域情報が
とても少ないことが分かりました。
そこでわたしたちは、必要な行政情報を提供しつつ、

地域情報を充実させ、郷土愛が深まる広報紙の作成基本
方針を提言したいと思います。
この方針を実践していくため４つの具体案を考えまし

た。１つ目に情報収集の強化です。地域情報を収集する
ため『ぬぷる・ペーパー』を配布する。これは、市民の
エピソードや意見を提供してもらうためのもので、市民
の声をピックアップしやすくするものです。募集方法は、
広報紙に挟み込み配布し、スーパーや行政機関などの回
収ボックスに入れてもらいます。『ぬぷる・ペーパー』
によって、地域情報がもっと集まると思います。
２つ目に評価体制の充実です。広報の評価基準を『郷

土愛が深まるか』を基準にする評価とし、紙面改革の意
思決定の場としてモニター会議を開催します。また、そ
の成果を公表することで、市民にモニター制度が理解さ

の魅力が再発見でき、お年寄りや子どもが、世代間交流
をするきっかけになったり、練習や大会を通じて住民交
流の促進を図ることができます。
さらに財政面では、企業の協力を得ることで、経費の
大幅な削減が可能です。また、新設された『ふるさと納
税制度』を財源として活用することも可能だと思います。
地元への愛着を深め、次代を担う子どもの育成や世代
間交流の強化を目指し、郷土かるたを提言します。これ
がわたしたちが考える協働のまちづくりで、このことが
ネクストジェネレーションの創造につながります。
最後に『Ｎ．Ｕ計画』の由来についてですが、大学の
頭文字を取ってという理由もありますが、登別市のＮと
人間愛や思いやりを意味する『 ｕｂｕｎｔｕ 』のＵです。

ウブンチュウ

つまり、郷土愛を育もうということです。

優秀賞
日本大学法学部外山ゼミナールＡ

『Ｎ.Ｕ計画』
～次の世代を育てる社会～
市民アンケート調査では、ほとんどの人が文化に関心

を持っていると回答する一方、６３％の人が文化に接する
機会が少ないと感じています。この問題を踏まえ、わた
したちは文化活動への参加機会を作り出し、世代間交流
の促進と財政面を配慮した、郷土かるたを提言します。
郷土かるたとは、地域の文化・伝統などを題材とした

もので、自分が生まれ育った地域を知るツールとなるも
のです。かるたは、さまざまな人々が協力して作ります。
予算を編成する市。授業に活用する小学校。子どもたち
に指導するＰＴＡ。大会を実施する文化協会や文化・ス
ポーツ振興財団。かるたの製作は、企業に協力をお願い
します。そして、市民の方には、絵札や読み札のアイデ
アを募集します。これがわたしたちが考えた協働です。
文化や伝統を学ぶツー

ルとしてかるたを用いる
と、遊びながら楽しく文
化を学ぶことができます
し、キウシト湿原をはじ
めとする世界に誇る自然
もあるので、題材は文化
や伝統にとどまらず地域
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市民は責任を自覚するということがいえます。そこで、２００５年から２００９年までの広報のぼりべつと広報えにわの比較
を行なったところ、登別は一般的な課題を取り上げているのに対し、恵庭は切実な地域課題について取り上げている
こと、登別は、決定済みの情報が中心であるのに対し、恵庭は案の段階から情報を開示し、市民に意見を求めている
こと、登別では、都合の悪い情報は積極的に掲載しないのに対し、恵庭、都合の悪い情報も明らかにしていることな
どから、登別は地域の課題の掘り下げが不十分と考えます。そこで「登別の『自治を問う』」という提言をします。
地域課題を深く掘り下げた広報紙の特集を組んでみてはいかがでしょうか。まず今回のフォーラムの提言を中心に

市民自治を巡る地域の課題を特集で扱い、企画の一環として市民、職員、議員、教授、学生を交えた座談会を開催し
ます。そして、市民自治のあり方について意見を募り次の号に掲載します。最後に、協働に悪いイメージをもつ方も
いらっしゃると思いますが、私たちの考える市民自治こそが本来あるべき協働の姿ではないでしょうか。

わたしたちが考える市民自治とは、市民が主人公としての責任を自覚し、
行政や議会と共に考え、解決のために行動することであり、そのためには
地域の課題に関わる情報を共有することが必要です。
そこで、わたしたちは広報のあり方について調査しました。その中で、

恵庭市の広報紙の特集『自治を問う』に着目しました。これは、恵庭市長
汚職事件を正面から取り扱った特集で、情報を求める市民、責任に目覚め
る市民の姿が描かれています。ここから行政がとことん情報を伝えれば、

登別市長賞
同志社大学大学院総合政策科学研究科
今川ゼミＢ

登別の『自治を問う』

登別市議会議長賞
日本大学法学部外山ゼミナールＢ 登別ネオ・フロンティア計画
登別市は、市民自治の推進的役割を市民自治推進委員会が行い、また、まちづくり基本条例の設置や市民フォーラ

ム、議会フォーラムを行っています。しかし、市議会議員選挙の投票率や議会フォーラムの参加者は、年々下がって
いるなど、市民の参加意思は希薄であり、また、若者が議会フォーラムに参加しないことなどの現状があります。わ
たしたちは、議会の制度的な改革が必要と考え、直接民主政治と議会改革について提言します。
議会改革を進めるためには、まず、市を４つの区域に区切り地域自治区制度を活用します。この地域自治区制度と

は、行政区域の全域を自由に区切ることができる制度であり、地域の住民の意思を反映させつつ、行政を処理させる
ために設置するものです。そして、ここで最も重要となるのが協議会を置き、住民総会とすることです。わたしたち
が考える住民総会は、その地域に住む人が一堂に会し、地域の問題点について話し合う制度のことです。より身近に
市民の声を聴けるだけではなく、１６歳以上の人なら誰でも参加でき、もちろん外国人の方も参加ができます。住民総

会は意見集約のみ行います。そして重要になってくるのが市議会です。市
議会は各自治区を移動して住民総会で出た要望を審議や議決する『移動型
議会』を行います。つまり先程の住民総会に移動型議会が加わることで、
市民自治をより助長することができるのです。また、傍聴者を多くするた
め土日や夜間に開催します。政策を決定してから市民と協働する場合、行
政主導となってしまうことが多いです。だから政策形成過程から市民と議
会が協働を目指すのです。そして、これこそが真の市民自治といえます。
この移動型議会を取り入れることは、日本の超最前線、つまりネオフロ

ンティアと言えるのです。

やすいと考えました。そして、若者と共にまちおこしを行う新しい世代の
創造につながると考えました。
効果としては温泉目的の観光客だけでなく、目玉商品を目的に登別へ訪

れてもらうお客さんが増加するほか、チェックアウト後、目玉商品を食べ
るまでの２・３時間を観光施設で過ごすなど、滞在時間の延長が図られま
す。ことによって、観光地としての機能が高まることが期待されます。わ
たしたちの予想では、観光客は年間４０万人は増えると見込んでいます。
これにより今後、登別が目指すべき将来像がここに生まれます。つまり

継続的に行うことで、その商品が特産品となります。それはつまり登別は
観光だけでなく『まち』として永久（Ａ級）に栄えるということです。

わたしたちは、北海道旅行のパンフレットを見ましたが、登別は夕方に来て、次の日の朝には出発するといった宿
泊がメインのプランばかりです。実は、登別は観光地ではなく宿泊地なのではないのか。この問題を解決するため、
市民団体では地産地消を合言葉に、海鮮バーガーなどの開発と販売に取り組んでいますが、見た印象は、いまいちパ
ッとしません。理由は、地元の人があまり食に興味がないこと、ほかの人が一緒に取り組まないためＰＲが不足して
いることです。このことから、わたしたちは、市民、地域、市によるＢ級グルメを生かしたまちおこしを提案します。
Ｂ級グルメは、地元食品を使った安くておいしい料理のことで、それらのＮＯ．１を決めるＢ１グランプリが毎年開
催され、テレビに取り上げられるなど、親しみやすいものになっています。この事業を行う上で重要なのは、長期的
な人材の確保で、特に若者の参加が必要です。若者がまちおこしに参加するきっかけとしてＢ級グルメは取り掛かり

政策マネージメント研究所賞
同志社大学政策学部風間ゼミ Ｂ級グルメをＡ級（永久）に
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ら
み
た
い
な
観
光
者
や
地
元
住
民
な
ど
と
行
政
が

一
緒
に
考
え
て
い
く
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

木
村
さ
ん
　
改
め
て
行
政
の
役
割
、
議
会
の
役
割
、
住

民
の
役
割
に
つ
い
て
こ
れ
か
ら
探
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
議
会
と
の

協
働
と
い
う
提
言
が
あ
り
ま
し
た
が
、
各
地
区
で

の
懇
談
会
な
ど
に
直
接
民
主
主
義
が
反
映
さ
れ
る

仕
組
み
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
と
面
白
い
と
思
い
ま

す
。

成
田
さ
ん
　
参
加
さ
れ
た
学
生
さ
ん
が
、
登
別
に
来
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
働
き
場
所
を
見
出
し
て
い
か

な
い
と
ダ
メ
だ
と
思
い
ま
す
し
、
登
別
が
、
皆
さ

ん
の
第
二
の
故
郷
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
な
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
若
い
世
代
に
、
せ
っ
か
く
何
日
も

真
剣
に
考
え
て
い
た
だ
い
て
、
い
ろ
ん
な
ご
意
見

を
い
た
だ
い
て
、
こ
れ
で
終
っ
ち
ゃ
う
と
い
う
の

が
も
っ
た
い
な
い
の
で
、
協
働
が
実
際
に
『
働
く
』

と
い
う
こ
と
で
具
現
化
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
川
さ
ん
　
行
政
も
、
議
会
も
、
市
民
も
変
わ
ら
な
く

て
は
い
け
な
い
。
み
ん
な
が
変
わ
ら
な
い
と
新
し

い
時
代
を
迎
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

い
か
に
こ
の
地
域
を
変
え
て
い
け
る
か
と
い
う
と

こ
ろ
に
、
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
協
働
の
、
登
別
発

の
協
働
の
ス
タ
イ
ル
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か

思
い
ま
す
。

テーマグループ名

登別のための市民自治入門同志社大学大学院
総合政策科学研究科今川ゼミＡ

観光コミュニティ形成を目指して
～のぼりんぐ大作戦！～

立教大学コミュニティ福祉学部
３年原田ゼミＣ

登別温泉閑散期を活性化させるための提案室蘭工業大学大学院
永松・亀田ゼミ

登別ラーメンサラダで地域活性化？
～市民と協働する登別観光～

小樽商科大学商学部
伊藤一ゼミナール４年

登別の観光資源の発掘と協働小樽商科大学商学部
伊藤一ゼミナール３年

きっかけは“政策フォーラム”！！！立教大学コミュニティ福祉学部
３年原田ゼミＡ

地域一体化を目指して立教大学コミュニティ福祉学部
３年原田ゼミＢ

魅力再発見？みんなでつくる登別日本大学法学部
福島ゼミナール

オニ楽しい！登別式屋台岩手県立大学総合政策学部
田島ゼミ

そのほかのグループ発表

 小島　健太さん 
（同志社大学風間
ゼミ）

 田中　泰明さん 
（日本大学外山ゼ
ミナールＢ）

パパパパパパパパパパパパネネネネネネネネネネネネルルルルルルルルルルルルデデデデデデデデデデデディィィィィィィィィィィィススススススススススススカカカカカカカカカカカカッッッッッッッッッッッッシシシシシシシシシシシショョョョョョョョョョョョパネルディスカッションンンンンンンンンンンンン

 藤原　翔平さん 
（同志社大学大学
院今川ゼミＢ)

 岡崎　綾子さん 
（日本大学外山ゼ
ミナールＡ）

 今川　　晃さん 
（同志社大学政策
学部教授）

 成田　光男さん 
（登別まちづくり
促進期成会会長）

 木村　義恭さん 
（登別市市民自治
推進委員会副会長）

 富田真一郎さん 
（埼玉大学斎藤ゼ
ミ）

今
川
さ
ん
　
最
優
秀
賞
と
市
長
賞
、
ど
ち
ら
も
広
報
が

テ
ー
マ
の
も
の
で
し
た
。
そ
こ
で
協
働
の
観
点
か

ら
協
調
し
た
い
こ
と
な
ど
を
お
話
し
て
く
だ
さ
い
。

富
田
さ
ん
　
協
働
の
実
現
に
は
、
行
政
と
市
民
の
間
の

信
頼
関
係
が
重
要
で
、
市
民
が
協
力
し
た
い
気
持

ち
に
さ
せ
る
話
題
を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

藤
原
さ
ん
　
市
民
と
行
政
が
共
に
議
論
し
、
行
動
す
る

た
め
に
は
、
そ
の
議
論
の
前
提
と
な
る
情
報
の
共

有
が
重
要
で
あ
る
と
わ
た
し
た
ち
は
考
え
て
い
ま

す
。

今
川
さ
ん
　
議
長
賞
は
、
議
会
と
住
民
総
会
を
地
域
や

地
区
で
行
う
も
の
で
し
た
が
、
議
会
と
の
協
働
と

い
う
点
で
、
協
調
し
た
い
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

田
中
さ
ん
　
や
は
り
協
働
を
す
る
に
は
、
市
民
と
行
政

が
話
し
合
う
場
を
し
っ
か
り
設
け
、
住
民
の
生
の

声
を
聞
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

今
川
さ
ん
　
民
民
関
係
も
踏
ま
え
た
協
働
と
し
て
、
か

る
た
と
Ｂ
級
グ
ル
メ
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
か

る
た
に
つ
い
て
強
調
し
た
い
点
を
お
願
い
し
ま
す
。

岡
崎
さ
ん
　
身
近
な
遊
び
を
通
じ
、
行
政
が
市
民
の
意

見
を
、
市
民
が
行
政
の
こ
と
を
知
る
機
会
が
増
え

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
川
さ
ん
　
Ｂ
級
グ
ル
メ
の
方
で
す
が
、
民
民
関
係
や

民
と
行
政
の
協
働
と
い
う
点
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

小
島
さ
ん
　
協
働
は
民
間
と
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
僕

『『『『『『『『『『『『市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民自自自自自自自自自自自自治治治治治治治治治治治治ネネネネネネネネネネネネククククククククククククスススススススススススストトトトトトトトトトトトジジジジジジジジジジジジェェェェェェェェェェェェネネネネネネネネネネネネレレレレレレレレレレレレーーーーーーーーーーーーシシシシシシシシシシシショョョョョョョョョョョョンンンンンンンンンンンンのののののののののののの創創創創創創創創創創創創『市民自治ネクストジェネレーションの創造造造造造造造造造造造造造
～～～～～～～～～～～～協協協協協協協協協協協協働働働働働働働働働働働働ののののののののののののままままままままままままちちちちちちちちちちちちづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりをををををををををををを進進進進進進進進進進進進～協働のまちづくりを進めめめめめめめめめめめめめるるるるるるるるるるるるたたたたたたたたたたたためめめめめめめめめめめめににににににににににににるためにはははははははははははは～～～～～～～～～～～～』』』』』』』』』』』』は～』

問い合わせ 政策推進グループ（緯碓８５ １１２２）
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西いぶり広域連合
●ごみの処理
●リサイクル処理
●電算処理
●西胆振地域づくり
　ビジョンの策定
●定住自立圏構想の
　検討

西いぶり広域連合のイメージ西いぶり広域連合のイメージ

室蘭市

伊達市

豊浦町

洞爺湖町

壮瞥町

登別市

『
西
い
ぶ
り
広
域
連
合

『
西
い
ぶ
り
広
域
連
合
』』

に
よ
る
ま
ち
づ
く

に
よ
る
ま
ち
づ
く
りり

豊浦町

洞爺湖町

伊達市

室蘭市

登別市

壮瞥町

伊達市
西
胆
振
の

西
胆
振
の

西
胆
振
の

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

西
胆
振
地
域
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
と
定
住
自
立
圏
構
想

西
胆
振
地
域
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
と
定
住
自
立
圏
構
想

まちづくりには、一つの市や町で
取り組むよりも、広域的にいくつか
の市や町が一緒に取り組む方が効果
的な事務や事業があります。
今月号では、登別市を含む西胆振

（室蘭市、伊達市、豊浦町、壮瞥町、
洞爺湖町）のまちづくりについてお
知らせします。

市
役
所
な
ど
の
地
方
自
治
体
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
ま
す
が
、
近
隣
の
市
や
町
で
も
同

じ
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

『
広
域
連
合
』
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

市
や
町
で
個
別
に
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

行
う
よ
り
も
、
い
く
つ
か
の
自
治
体
が

協
力
し
、
広
域
で
行
う
こ
と
で
費
用
を

低
く
抑
え
た
り
大
き
な
効
果
を
上
げ
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
な
ど
を
行

う
た
め
の
組
織
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
す
西
胆
振
に
は
、

３
市
３
町
で
組
織
す
る
『
西
い
ぶ
り
広

域
連
合
』
が
あ
り
、
ご
み
処
理
や
リ
サ

イ
ク
ル
処
理
、
電
算
処
理
な
ど
の
ほ
か
、

広
域
行
政
の
振
興
や
課
題
の
調
査
研
究
、

連
絡
調
整
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

登
別
市
は
『
西
い
ぶ
り
広
域
連
合
』

に
加
わ
り
、
住
民
票
や
戸
籍
の
シ
ス
テ

ム
、
税
の
賦
課
徴
収
シ
ス
テ
ム
な
ど
の

電
算
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
西
胆
振
の
将
来
の
ま
ち
の
姿

に
つ
い
て
考
え
る
た
め
『
西
胆
振
地
域

づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
』
を
作
成
し
た
ほ
か
、

国
が
提
唱
す
る
新
た
な
連
携
の
取
り
組

み
で
あ
る
『
定
住
自
立
圏
構
想
』
の
検

討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※登別市は、西いぶり広域連合において、電算処理
のほか、『西胆振地域づくりビジョン』の策定、
『定住自立圏構想』の検討を行っています。
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『
定
住
自
立
圏
構
想

『
定
住
自
立
圏
構
想
』』

とと
はは定住自立圏構想のイメージ定住自立圏構想のイメージ

周辺市

定住自立圏

周辺市

中心市

周辺町

周辺町

周辺町

協定

協定
協定

協定

協定

７つのビジョン

『西胆振地域づくりビジョン』に描くまちづくり『西胆振地域づくりビジョン』に描くまちづくり

『
定
住
自
立
圏
構
想
』
と
は
、
圏
域

の
核
と
な
る
人
口
５
万
人
程
度
以
上
で

昼
夜
間
人
口
比
率
が
１
以
上
の
『
中
心

市
』
が
周
辺
の
市
町
村
と
協
定
を
結
び
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
や
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
圏
域
全
体
の
暮
ら
し
に
必
要

な
都
市
機
能
を
確
保
す
る
こ
と
で
地
域

の
魅
力
を
高
め
、
定
住
自
立
を
促
し
、

人
口
の
流
出
を
防
ぐ
こ
と
を
ね
ら
い
と

し
た
国
（
総
務
省
）
が
提
唱
す
る
新
た

な
広
域
連
携
の
取
り
組
み
で
す
。

西
胆
振
圏
域
で
は
、
圏
域
の
核
と
な

る
『
中
心
市
』
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
室
蘭
市
が
、　
月
を
め
ど
に
中
心
市

１２

宣
言
を
す
る
予
定
で
す
。

今
後
は
、
室
蘭
市
と
周
辺
市
町
で
あ

る
登
別
市
、
伊
達
市
、
豊
浦
町
、
壮
瞥

町
、
洞
爺
湖
町
が
、
医
療
や
福
祉
、
産

業
、
観
光
な
ど
で
の
連
携
に
つ
い
て
検

討
し
、
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
お
聞
き

し
な
が
ら
、
協
定
の
実
施
を
含
め
た
協

議
を
行
い
ま
す
。

『西胆振地域づくりビジョン』は、西いぶり広域連合において『西胆振は一つ』の認識のもと、３市３町の特性を
生かし、どのようなまちづくりが可能であるかなど、西胆振圏域の将来の発展につながるまちづくりのあり方を考え
るために作成したものです。
ビジョンでは、地域づくりの形として、今の市や町の枠組みを残しながら広域的な連携を図る『市町連携』、『広

域連合』、『定住自立圏』のほかに『合併』などの方法を示すとともに、地域の特性や強みを生かしたまちづくりの
可能性を『７つのビジョン』で示しています。

『西胆振地域づくりビジョン』は、市役所１階市民ロビー、各支所、市民会館、図書館で閲覧できるほか、ホーム
ページ（http://www.city.noboribetsu.lg.jp/plan/k-renkei/nishi-tiikivision.htm）からご覧になれます。

※具体的な連携内容は、６月に西いぶり広域連合に
設置した『西胆振地域定住自立圏構想検討会議』
で検討を進めています。

問
い
合
わ
せ

企
画
グ
ル
ー
プ
（
緯
碓８５ 
１
１
２
２
）

焔２０万人が暮らす地域としてＰＲ
焔１，２００万人が訪れる観光地域としてＰＲ
焔環境先進地域としてＰＲ
焔マルチ産業地域としてＰＲ

地域のイメージアップ

焔効率的な職員配置
焔行政サービスの広域化

行財政の効率化
焔季節移住の促進
焔退職世代・現役世代の移住促進

移住・定住の促進

広域観光の促進
焔多様な体験型観光プログラムの
提供
焔地域観光スペシャリストの育成
焔地域の関連団体の連携推進

焔新エネルギー開発利用地域への
発展
焔農商工連携の促進などによる新
産業の創出
焔農畜産物・水産物の情報発信
焔地産地消の推進

産業連携・新産業の創出安全・安心のまちづくり

焔安定的な医療体制・福祉体制の
強化
焔大規模災害時の円滑な避難対応

焔小中学生などを対象とした幅広
い体験学習
焔大学などと連携した総合教育の
推進
焔１次～３次産業の幅広い人材育
成
焔地域内の交流機会の創出

広域教育の促進
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湿湿湿湿
湿湿湿湿
湿湿湿湿
湿湿湿湿
湿湿湿湿
湿湿湿湿
湿湿湿湿
湿湿湿湿
湿湿湿湿
湿湿湿湿
湿湿湿湿
湿湿湿湿

男男男男男男男男男男
女女女女女女女女女女
共共共共共共共共共共
同同同同同同同同同同
参参参参参参参参参参
画画画画画画画画画画
社社社社社社社社社社

男
女
共
同
参
画
社
会会会会会会会会会会会

ととととととととととと
ははははははははははは

… ………………………………
… ………………………………
　男女共同参画社会を目指して　

君と僕　互いの力　生かし合う　共同参画パートナー
（男女共同参画社会づくり一行最優秀賞）

湿湿湿湿
湿湿湿湿
湿湿湿湿
湿湿湿湿
湿湿湿湿
湿湿湿湿
湿湿湿湿
湿湿湿湿
湿湿湿湿
湿湿湿湿
湿湿湿湿
湿湿湿湿

男
女
が
、
社
会
の
対
等
な
構
成

員
と
し
て
、
自
ら
の
意
思
で
社
会

の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
参
画

す
る
機
会
が
保
障
さ
れ
、
そ
れ
に

よ
っ
て
利
益
を
受
け
、
共
に
責
任

を
担
う
社
会
で
す
。

市市市市市市市市市市
のののののののののの
取取取取取取取取取取
りりりりりりりりりり
組組組組組組組組組組

市
の
取
り
組
みみみみみみみみみみみ

平
成
８
年
策
定
の
登
別
市
総
合

計
画
で
『
女
性
も
と
も
に
参
画
す

る
地
域
社
会
づ
く
り
』
を
掲
げ
平

成
９
年
か
ら
市
民
の
参
画
を
得
な

が
ら
、
男
女
共
同
参
画
の
啓
発
や

計
画
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
、
平
成
　
年
９
月
に
『
登
別

１４

市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
（
の

ぼ
り
べ
つ
・
は
ぁ
も
に
ぃ
プ
ラ
ン

　
）
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

２１こ
の
計
画
は
、

煙
１
男
女
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

社
会
の
実
現

煙
２
男
女
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参

画
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の

実
現

煙
３
雇
用
な
ど
の
分
野
に
お
け
る

男
女
平
等
の
実
現

煙
４
健
康
的
な
生
活
を
生
涯
に
わ

た
っ
て
送
ら
れ
る
社
会
の
実
現

の
４
つ
を
基
本
目
標
と
し
て
い
ま

す
。

今年は、男女共同参画基本法が公布・施行されてから１０年という節目の年です。また、登別
市も平成１４年９月に登別市男女共同参画基本計画『のぼりべつはあもにぃプラン２１』を策定、
６年を経過し現在第３次実施計画【平成２１年から２４年度】をスタートさせたところです。
施行されてから、男女共同参画の意識は着実に高まってきましたが、女性の参画促進や仕事
と家庭の調和（ワーク・ライフ・バランス）の実現、女性に対する暴力の根絶などさらなる取
り組みが必要な課題も数多くあります。これからの１０年間で男女共同参画社会を進めていくた
めに何が必要か考えていくために今月号では、市の取り組みや制度改正などを紹介します。

▲内閣府男女共同参画局では男女共同参画シンボルマークを決定しました。
平成２１年に男女共同参画社会基本法制定１０周年を迎えシンボルマークを策定しました。
男女が手を取り合っている様子をモチーフにし、互いに尊重し合い、共に歩んでいけたら

という願いを込めています。

登登登登登登登登登登別別別別別別別別別別市市市市市市市市市市男男男男男男男男男男女女女女女女女女女女共共共共共共共共共共同同同同同同同同同同参参参参参参参参参参画画画画画画画画画画社社社社社社社社社社会会会会会会会会会会づづづづづづづづづづくくくくくくくくくくりりりりりりりりりり推推推推推推推推推推進進進進進進進進進進会会会会会会会会会会議議議議議議議議議議登別市男女共同参画社会づくり推進会議ををををををををををを
設設設設設設設設設設置置置置置置置置置置ししししししししししてててててててててていいいいいいいいいいまままままままままま設置していますすすすすすすすすすす
平成１４年９月に市民参画により策定した『登別市男女

共同参画基本計画（のぼりべつ・はぁもにぃプラン２１）』
を推進するため、公募による５人と各種団体からの推薦
者１５人併せて２０人による登別市男女共同参画社会づくり
推進会議が設置されています。

男女共同参画フォーラム２００男女共同参画フォーラム２００９９
（内閣府事業；平成２１年度 地域における男女共同参画促進を支援するためのアドバイザー派遣事業（内閣府事業；平成２１年度　地域における男女共同参画促進を支援するためのアドバイザー派遣事業））

日　　　時：１１月２９日（日）１３時～１５時３０分
場　　　所：市民会館中ホール
内　　　容：講演、グループ討議
テ　ー　マ：『地域のゆたかさは　男女共同参画から』
　　　　　　～あなたのゆたかさとは　何ですか～
講　演　者： 平  岡 　 祥  孝 さん（札幌大谷大学短期大学部教授）

ひら おか よし ゆき

参　加　料：３００円（資料代を含みます）
問い合わせ：市民サービスグループ

男女共同参画
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問い合わせ
市民サービス
グループ

（緯碓85 ２１３９）
Ｅメール：
shiminka@city
.noboribetsu.
lg.jp

登登登登登登登登登登別別別別別別別別別別市市市市市市市市市市とととととととととと全全全全全全全全全全国国国国国国国国国国のののののののののの活活活活活活活活活活躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍すすすすすすすすすするるるるるるるるるる女女女女女女女女女女性性性性性性性性性性のののののののののの割割割割割割割割割割合合合合合合合合合合状状状状状状状状状状登別市と全国の活躍する女性の割合状況況況況況況況況況況況

～～～～～～～～～～デデデデデデデデデデーーーーーーーーーートトトトトトトトトトＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＶＶＶＶＶＶＶＶＶＶととととととととととはははははははははは～デートＤＶとは～～～～～～～～～～～
夫婦やパートナーなどの親密な間柄で起こる暴力を一般的にドメスティック・バイオ
レンス（ＤＶ）と言います。ＤＶは夫婦の間だけに起こると思われがちですが、実際に
は、高校生や大学生などの恋人同士の間でも起こっており、このような若者の間で起こ
るＤＶを『デートＤＶ』と呼んでいます。

ひとつ「働き方」を
変えてみよう！

育育育育育育育育育育児児児児児児児児児児・・・・・・・・・・介介介介介介介介介介護護護護護護護護護護休休休休休休休休休休業業業業業業業業業業法法法法法法法法法法がががががががががが改改改改改改改改改改正正正正正正正正正正さささささささささされれれれれれれれれれままままままままままししししししししししたたたたたたたたたた 育児・介護休業法が改正されました 
『育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う
労働者の福祉に関する法律』および『雇用保険法』
が６月２４日に改訂され、７月１日に公布されました。
主な改正の内容は次のとおりです。

１子育て期間中の働き方の見直し
①短時間勤務制度の義務化および所定外労働の免
除の制度化
②子の看護休暇制度の拡充

２父親も子育てができる働き方の実現
①パパママ育休プラス
　（父母ともに育児休業を取得する場合の休業期
間の延長）
②出産後８週間以内の父親の育児休業取得の促進
③労使協定による専業主婦（夫）除外規定の廃止

３仕事と介護の両方支援
・短期の休暇が収得できる短期の介護休暇制度の
創設

４法の実効性の確保
・育児休業の取得等に伴う紛争に関する事業主に
よる苦情の自主的解決←努力義務
・都道府県労働局長による紛争解決の援助及び調
停制度の創設
・法違反に対する勧告に従わない場合の企業名の
公表制度
・報告を求めた際に報告をしないまたは虚偽の報
告をした場合企業に対する過料の制度など

健康·休養

家庭生活 仕　事

地域活動趣味·学習
ワークライフ
バランス

煙誰もが、仕事、家庭生活、地域活動、個人の自己啓発
など、さまざまな活動を自分の希望するバランスで実
現できる状態のことです。

煙仕事と生活の調和が実現した社会とは？
　・就労による経済的自立が可能な社会
　・健康で豊かな生活のための時間が確保できる社会
　・多様な働き方・生き方が選択できる社会

『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事ととととととととととととととととととととととととととととととととと生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活ののののののののののののののののののののののののののののののののの調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（ワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーククククククククククククククククククククククククククククククククク・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ララララララララララララララララララララララララララララララララライイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・バババババババババババババババババババババババババババババババババララララララララララララララララララララララララララララララララランンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンススススススススススススススススススススススススススススススススス）））））））））））））））））））））））））））））））））』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』とととととととととととととととととととととととととととととととととははははははははははははははははははははははははははははははははは『仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）』とは？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？

ワーク・ライフ・バランスを重視し、男性も女性も働
き甲斐のある社会を目指すことが必要です。
そのためには、まず、男性の家庭参画が大切です。
あなたのご家庭はいかがですか。

ここここここここここととととととととととばばばばばばばばばばのののののののののの紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹ことばの紹介介介介介介介介介介介
エン・パワーメント
　『力をつけること』。女性が、自己決定力を身につ
けて、政治的、経済的、社会的に力を持った存在とな
ること。第４回世界女性会議での主要議題。
社会的性別（ジェンダー）の視点
（内閣府『男女共同参画基本計画（第２次）』抜粋）　
　人間には生まれついての生物学的性別（セックス／
sex）がある。一方、社会通念や慣習の中には、社会
によって作り上げられた『男性像』、『女性像』があ
り、このような男性、女性の別を『社会的性別』（ジ
ェンダー／gender）という。
　『社会的性別』は、それ自体に良い、悪いの価値を
含むものではなく、国際的にも使われている。
　『社会的性別の視点』とは、『社会的性別』が性差
別、性別による固定的役割分担、偏見などにつながっ
ている場合もあり、これらが社会的に作られたもので
あることを意識していこうとするもの。

参照：登別市は平成２１年４月現在　　　　　　　　
　　　全国は内閣府発行『共同参画』２００８年７月号
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参照：内閣府『男女のライフスタイルに関する意識調査』（平成21年）

男性の家事参加
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行いたいと思っておらず、実際にも行っていない
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（※1　世界のことを想いつつ行動は自分の足元から）



12

ひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざををををををををををををををををををををををををををををををををを突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突ききききききききききききききききききききききききききききききききき合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわひざを突き合わせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働のののののののののののののののののののののののののののののののののまままままままままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりををををををををををををををををををををををををををををををををを考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考えええええええええええええええええええええええええええええええええ協働のまちづくりを考えるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

地元食材でおいしく安全な学校給食を ～　　　　　　　　　　～ 

９月３０日水、地元で採れた『さら貝』を使ったカレーライ
スが、市内の小・中学校に給食として出されました。
これは、地元の食材を積極的に給食に取り入れることを目

的に教育委員会が試みたものです。
『さら貝』は、７～９月に地元で水揚げされる大きさ５セ

ンチメートルほどの二枚貝で、血圧やコレステロール、血糖
値が高い方に効果がある『タウリン』や『グリシン』、『ア
ラニン』といったうまみ成分が多く含まれています。
カレーライスに入れた『さら貝』は、バターと白ワインで

炒め、最後にルーの中に入れることで、魚介類が苦手な子ど
もにも食べやすように工夫されています。
この日伺った幌別小学校では、給食を食べた子どもたちか

ら「おいしいね」という声と笑顔が教室に広がりました。 ▲さら貝のカレーライスを味わう子どもたち

『さら貝』を使った
カレーライスを提供

９月２１日月～２３日水のシルバーウイークの３日間、ふぉれ
すと鉱山で『木と森のあそび場』（モモンガくらぶ主催）が
開催されました。
この催しは、普段触れる機会の少ない木のおもちゃと触れ

合い、木の持つ自然のぬくもりややさしさを感じてもらうこ
とを目的に、今年で４回目の開催となります。
館内には、木馬や木のプール、積み木、木のお家など、た

くさんの木のおもちゃが集まり、子どもたちはいつもとは違
った木のおもちゃを使って目いっぱい遊んでいました。
また、屋外では、森の中でスタンプラリーを楽しんだり、

森のカフェでマシュマロを火であぶって食べたりして、秋の
訪れたふぉれすと鉱山で自然を満喫していました。

木のおもちゃってあたたかいね ～木と森のあそび場～ 

▲防火安全対策調査・普及事業の
　説明

平成２１年度の地区懇談会（市主催）が、１０月９日金の鷲別
地区連合町内会との懇談を皮切りにスタートしました。
この懇談会は、まちづくりについての意見や地域が抱える

問題などについて、市民と市の職員が懇談を行うとともに、
地域や市が取り組んでいることなどについて、情報を共有す
ることを目的に、毎年開催しているものです。
この日は、鷲別公民館に地域の住民と市職員約５０人が集ま
り、『宅地開発に伴う交通安全対策』など３つの懇談のテー
マについて、市の考え方や対応などを説明しました。
また、地域住民の方からは、まちづくりや市政を良くして

いくための貴重な意見や質問が出されるなど、協働のまちづ
くりに向けて、市民と市職員がひざを突き合わせ、活発な議
論がなされました。
最後に、市から『広域連携のまちづくり』や『パブリックコメント制度の概

要』、『新型インフルエンザ感染の現状』、『議会フォーラムからの行政要
望』、『防火安全対策調査・普及事業』などについて情報提供を行いました。
この懇談会は、１１月中旬まで、各地区の連合町内会を単位に、１０回開催しま

す。

～平成２１年度地区懇談会～平成２１年度地区懇談会～～
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９月２６日土、２７日日の２日間、市民会館で『あなたととも
に５０年　キラリ輝く未来のきずな』をキャッチフレーズに
『登別市社会福祉協議会創立５０周年記念事業』（同実行委員
会主催）が行われました。
記念事業は、オープニング「コラボレーション『みとめあ
う』２００９“きずな”」で始まり、大人も子どもも、障がいの
ある方も、ない方も一緒に力を合わせて、福祉のまちづくり
を成し遂げていく様子を表現した市民参加型の音楽劇『おお
きなかぶ』では、約１５０人の参加者が力を合わせてステージ
に引き上げたカブに 扮 したくす玉が割れると５０周年を祝う垂

ふん

れ幕が飛び出し、会場から大きな拍手が沸き起こりました。
１５時からは落語家 三 

さん

 笑 
しょう

 亭  夢  之  助 さんによる記念講演、２６日は
てい ゆめ の すけ

社会福祉大会やきずなシンポジウムなどのイベントが行われ、
また、館内に設けた、ＮＰＯ・ボランティアなどの体験コー
ナーや障がい者作品展示・授産製品の販売コーナーでは、作
品を鑑賞したり、気軽に体験をするなど盛り上がりを見せ、
野外特設会場での足湯コーナーや各種飲食屋台などにも多く
の方が詰め掛けました。

～社会福祉協議会創立５０周年記念事業～社会福祉協議会創立５０周年記念事業～～

きききききききききききききききききききききききききききききききききずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずなななななななななななななななななななななななななななななななななををををををををををををををををををををををををををををををををを深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめきずなを深め５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５０００００００００００００００００００００００００００００００００５０年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年………………………………………………………………………………………… 未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつななななななななななななななななななななななななななななななななな未来へつなぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐ
福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉ののののののののののののののののののののののののののののののののの 福祉の心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心

縄文時代にタイムスリップ ～登別縄文どきどきまつり～ 

１０月３日土、カント・レラで『登別縄文どきどきまつり』
（市・縄文どきどきクラブ主催）が行われました。
この催しは、縄文文化の体験を通して、その世界観や自然

観などを学びながら豊かな心をはぐくむことを目的に行われ、
今年で２回目の開催となります。
１０時から始まったイベントは、黒曜石のナイフ作りや 勾 玉

まが

作り、土器の野焼きや火起しなどの体験、『縄文風クッキー
作り』、『縄文講演会』が行われるなど内容が盛りだくさん。
参加者は早速、黒曜石を削りナイフを作ってみたり勾玉作り
に挑戦したり、縄文時代を思わせる衣装を身に付けシカの的
をめがけて弓矢を打つなど縄文生活を満喫していました。
また、黒曜石のナイフで切ったサケを入れた縄文鍋や土器

の野焼きコーナーでは焼きいもが振舞われるなど身も心もお
腹も大満足の秋の一日を過ごしていました。▲火起こしに取り組む子どもたち

健康づくりは食生活から ～　　　　　　　　　　　　　～ 

１０月４日日、市民会館で『家族で楽しい！食育フェスタｉｎ
のぼりべつ』（市主催）が開催されました。
この催しは、今年度の特別予算枠に設けられた『明日のまち
づくり事業』の一つで、食育をテーマに栄養や食に関心を持っ
てもらうことを目的として開催されました。
テレビでおなじみの料理研究家 東海林  明  子 さんを講師に迎え

しょうじ あき こ

たクッキング講座では、シーフードデミカレーなど栄養バラン
スの取れた４品の実演を、調理のポイントを交えながら手際よ
く行い、最後に参加者全員で試食を行いました。
また、そのほか会場内では、体脂肪や血圧などを測定する健
康相談コーナーや、栄養士による栄養相談コーナーなども行わ
れ、参加者は食育の大切さについて理解を深めていました。 ▲東海林明子さんを招いたクッキング講座

家族で楽しい！
食育フェスタinのぼりべつ



14

絵手紙サークル

常に楽しい絵手紙づくり
を心掛けて皆で楽しんで
います
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。
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ス
な
ど
）
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
結
果
、
Ａ
さ
ん
は
自
分
の
時
間

を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
て
、
虐
待
は

な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
ど
ん
な
家
庭
で
も

高
齢
者
虐
待
は
起
こ
り
得
ま
す
。

『
何
か
お
か
し
い
』
『
ど
う
し
た

ら
い
い
ん
だ
ろ
う
』
そ
う
思
っ
た
ら
、

気
軽
に
相
談
窓
口
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

ダ
メ
！
高
齢
者
虐
待

心
理
的
虐
待
と
身
体
的
虐
待

１
年
前
か
ら
認
知
症
状
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
父
親
と
暮
ら
す
Ａ

さ
ん
。
父
親
は
 徘
  徊
 し
た
り
、
食
事

は
い
 
か
い

を
し
た
こ
と
を
忘
れ
た
り
す
る
な
ど
、

見
守
り
や
介
護
が
必
要
な
状
態
で
す
。

し
か
し
、
Ａ
さ
ん
に
は
介
護
を
手

伝
っ
て
く
れ
る
兄
弟
や
親
せ
き
は
い

ま
せ
ん
。
ま
た
、
相
談
先
も
分
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

父
親
の
徘
徊
は
日
を
追
う
ご
と
に

増
え
、
も
の
忘
れ
も
ひ
ど
く
な
り
、

Ａ
さ
ん
の
負
担
は
増
す
一
方
で
す
。

次
第
に
Ａ
さ
ん
は
自
分
の
時
間
が
持

て
な
く
な
り
、
「
い
つ
ま
で
こ
ん
な

生
活
が
続
く
の
だ
ろ
う
か
」
と
強
い

不
安
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

介
護
疲
れ
が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
あ

る
日
、
Ａ
さ
ん
は
父
親
が
言
う
こ
と

を
聞
か
な
い
こ
と
に
腹
を
立
て
、
思

わ
ず
怒
鳴
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

の
時
は
、
自
己
嫌
悪
に
陥
っ
た
Ａ
さ

ん
で
し
た
が
、
そ
の
後
も
、
父
親
が

言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
こ
と
が
あ
る

と
、
Ａ
さ
ん
は
怒
鳴
っ
た
り
、
時
に

は
強
く
た
た
い
た
り
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
Ａ
さ
ん
親
子
の
様
子
が

お
か
し
い
と
気
付
い
た
知
人
が
、
地
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情報あらかると
情報あらかると

忘れずに納めましょう
～納期限は１１月３０日月です～

市民税・道民税（第３期）、国民健康保
険税（第６期）、介護保険料（普通徴収第
５期）、後期高齢者医療保険料（普通徴収
第５期）の納期限は１１月３０日月です。
納入には、便利な口座振替制度もありま

す。

▼問い合わせ　税務Ｇ（緯碓８５ １１５５）、
国保・医療給付Ｇ（緯碓８５ １７７１）、高
齢・介護Ｇ（緯碓８５ ５７２０）、年金・長
寿医療Ｇ（緯碓８５ ２１３７）

   1 2 3 4 5
 6 7 8 9 10 11 12
 13 14 15 16 17 18 19
 20 21 22 23 24 25 26
 27 28 29 30 31

12月11月
 日 月 火 水 木 金 土

 1 2 3 4 5 6 7
 8 9 10 11 12 13 14
 15 16 17 18 19 20 21
 22 23 24 25 26 27 28
 29 30 

 日 月 火 水 木 金 土

『
▼
申
し
込
み
』

 

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
▼
問
い
合
わ
せ
』

不
動
産
を
公
売
し
ま
す

▼
月
日
　
　
月
　
日
水

１１

２５

▼
場
所
　
市
役
所

※
公
売
す
る
不
動
産
の
詳
し
い
情
報
な
ど

は
、
税
務
グ
ル
ー
プ
に
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ht

tp://w
w
w
.city.noboribetsu.lg.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
税
務
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
緯
碓85 
１
１
５
５
）

料
・
保
育
料
な
ど
…
税
務
グ
ル
ー
プ

（
市
役
所
１
階
３
番
窓
口
）
、
②
国
民

健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
…
国
保
・
医
療
給
付

グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
１
階
４
番
窓
口
）

▼
問
い
合
わ
せ
　
税
務
Ｇ
（
緯
碓85 
１
１
５
　

５
）
、
国
保
・
医
療
給
付
Ｇ
（
緯
碓85 
１

７
７
１
）

一
日
か
ろ
や
か
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

夜
間
、
休
日
納
税
相
談
・
納
入

窓
口
を
開
設
し
ま
す

▼
日
時
　
　
月
　
日
木
・
　
日
金
…
　
時
　

１１

２６

２７

２０

ま
で
、　
日
土
…
９
時
～
　
時

２８

１７

▼
場
所
　
①
市
税
・
給
食
費
・
公
営
住
宅

◎
国
庫
負
担
率
の
引
き
上
げ
と
免
除
制
度

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由
な
ど

で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

に
は
、
保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
国
庫
負
担
割
合
の
引
き
上
げ
に

よ
り
、
平
成
　
年
４
月
以
降
の
保
険
料
免

２１

除
期
間
に
つ
い
て
、
老
齢
基
礎
年
金
を
計

算
す
る
場
合
の
負
担
率
が
変
わ
る
た
め
、

免
除
期
間
の
年
金
額
が
増
額
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
年
金
・
長
寿
医
療
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
（
緯
碓８５ 
２
１
３
７
）

基
礎
年
金
の
国
庫
負
担
割
合
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

国
民
年
金
か
ら
支
給
さ
れ
る
基
礎
年
金

に
は
国
庫
負
担
（
国
の
税
金
）
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
国
庫
負
担
の
割
合
が
、
法
改
正
に

よ
り
、
４
月
以
降
の
加
入
期
間
に
つ
い
て
、

３
分
の
１
か
ら
２
分
の
１
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

▼
日
時
　
　
月
　
日
水
　
　
時
～
　
時

１１

２５

１０

１２

▼
場
所
　
婦
人
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
　
市
内
居
住
の
　
歳
以
上
の
方
で
、

６５

軽
い
運
動
が
で
き
る
方

▼
内
容
　
転
倒

予
防
や
脳
活

性
化
な
ど
に

効
果
的
な

『
か
ろ
や
か

体
操
』
、
栄

養
に
つ
い
て

の
お
話
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン

▼
定
員
　
　
人
３０

（
申
込
順
）

▼
参
加
料
　
無
料

▼
持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
と
靴
、
タ
　

オ
ル
、
飲
み
物
（
水
分
補
給
の
た
め
）
、

か
ろ
や
か
手
帳
（
お
持
ち
の
方
の
み
）

▼
申
し
込
み
　
　
月
４
日
水
か
ら
電
話
で
　

１１

高
齢
・
介
護
Ｇ
（
緯
碓８５ 
５
７
２
０
）

※
次
回
は
平
成
　
年
１
月
の
予
定
で
す
。

２２

くろーずあっぷ

●１６ 　住宅用火災警報器つけてますか？　
１０月から調査員が玄関先で聞き取り
調査を行っています

●１６ 　返還墓地の再貸し付けを行います
●１７ 　認知証サポーター養成講座を　　　
開設します

●１７ 　物品購入や小規模修繕などの競争入
札等参加資格審査申請を受け付けし
ています

●１８ 　市の政策などの策定過程で皆さんか
らの意見をお聞きするルールをつく
ります

●１９ 　平成２１年度９月末の財政状況を　　
お知らせします

●２０ 　しんた２１からのお知らせ
●２１ 　子育て支援センターからのお知らせ
●２２ 　社会教育グループからのお知らせ
●２３ 　郷土資料館からのお知らせ
●２３ 　文化・スポーツ振興財団から　　　
のお知らせ

●２８ 　アフリカの難民の方へ衣料を送り　
ます

●２９ 　ふぉれすと鉱山の今月のイベント
●２９ 　市民プール『らくあ』からの　　　
お知らせ

●３１ 　地域だより（登別市連合町内会）

毎月のお知らせ

●２０ 　１２月の健康相談･診査
●２１ 　１２月の粗大ごみ収集
●２５ 　無料法律相談・くらしの無料相談　
そのほかの相談

●２７ 　１１月の歯科救急医療
●２７ 　１１月中旬～１２月上旬の図書館行事
●３０ 　今月の新着図書
●３０ 　不用品ダイヤル市
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情報あらかると

『
▼
申
し
込
み
』

 

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
▼
問
い
合
わ
せ
』

返還墓地の再貸し付けを行います
１区画当たり貸　付

区画数
造成
年度貸付墓地

合計管理清掃手数料使用料面積

２２５，０００円２５，０００円２００，０００円５．０平方㍍
１区画Ｓ６１

亀田霊園
２区画Ｓ６２

１８６，０００円
３０，０００円

１５６，０００円
６．０平方㍍

１区画Ｓ５０
富浦墓地

１９８，０００円１６８，０００円５区画Ｓ５４

３６０，０００円６０，０００円３００，０００円１２．０平方㍍１区画Ｓ４５中登別墓地

▼対象　市内に住民登録があり、登別市の墓地使用権をお持ち
でない方

▼貸し付け条件　３年以内に墓碑を建立される方
※墓地の貸し付けを受け３年を経過しても墓碑を建立されなか
った場合は、墓地使用許可が取り消しとなることがあります。
この場合、納入された使用料および手数料は返還しません。

▼申込期間　１１月９日月～１８日水（土・日曜日を除く）

▼申込方法　市民サービスグループ（市役所１階２番窓口）に
備え付けの申込書に必要事項を記入し、提出してください

　（印鑑、住民票抄本が必要です）
※申し込みは１世帯につき１区画とし、申し込みが複数となっ
た場合は、後日抽選を行います。

※第二富浦墓地は随時受け付けています。

住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけてててててててててててててててててててててててててててててててててままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか住宅用火災警報器つけてますか？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？
111111111111111111111111111111111000000000000000000000000000000000月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららららららららららららららら調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員ががががががががががががががががががががががががががががががががが玄玄玄玄玄玄玄玄玄玄玄玄玄玄玄玄玄玄玄玄玄玄玄玄玄玄玄玄玄玄玄玄玄関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先先10月から調査員が玄関先でででででででででででででででででででででででででででででででででで
聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞ききききききききききききききききききききききききききききききききき取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査ををををををををををををををををををををををををををををををををを行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっててててててててててててててててててててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいままままままままままままままままままままままままままままままままま聞き取り調査を行っていますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

平成２３年６月から、すべての住宅に住
宅用火災警報器の設置が義務付けられま
す。
消防本部では、調査員を派遣し、市内

全世帯を対象に玄関先で聞き取り調査を
行っています。１０月は、登別温泉地区、

幻 弦験験験験験験験験験験験
登別地区、富浦地区、美園地区を対象に
幻 弦験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験
聞き取り調査を行いました。
１１月は、中央地区、新生地区、若草地

幻 弦験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験
区を調査予定です。
幻 弦験

▼期間　平成２２年２月２８日日まで

▼調査員の服装　青の帽子、青のウイン
ドブレ

　ーカー

※調査員は身分証を携帯し、訪問の際に
掲示しますのでご協力をお願いします。

▼問い合わせ　消防本部総務グループ
　　　　　　　　　　（緯碓８５ ９６１１）

市
で
は
、
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
基
づ
き
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
整

備
を
進
め
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
確
保

す
る
観
点
か
ら
、
事
業
者
を
公
募
に
よ
り

選
定
す
る
た
め
、
応
募
予
定
法
人
を
対
象

と
し
た
公
募
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
公
募
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

①
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介

護
（
定
員
　
人
以
下
）

２９

②
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
（
定
員

　
人
以
下
）

１８
▼
整
備
年
度
　
平
成
　
年
度

２２

▼
応
募
期
間
　
　
月
　
日
火
～
　
日
月

１１

２４

３０

※
公
募
要
領
、
提
出
書
類
な
ど
に
つ
い
て

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
公
募
説
明
会

▼
日
時
　
　
月
　
日
火
　
　
時
～

１１

１０

１４

▼
場
所
　
市
役
所
第
２
委
員
会
室

▼
問
い
合
わ
せ
　
高
齢
・
介
護
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
緯
碓８５ 
５
７
２
０
）

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

の
公
募
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

障
が
い
の
あ
る
方
の
就
労
相
談

窓
口
を
開
設
し
ま
す

市
で
は
、
胆
振
日
高
障
が
い
者
就
業
・

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
『
す
て
ー
じ
』
の
協

力
を
受
け
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
就
労
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
就
労
を
希
望
し

て
い
る
方
や
現
在
就
職
さ
れ
て
い
る
職
場

で
の
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
雇
用
な
ど
に
関
す

る
事
業
主
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

▼
日
時
　
　
月
～
平
成
　
年
３
月
の
毎
月
　

１１

２２

第
３
木
曜
日
　
　
時
～
　
時

１４

１９

▼
場
所
　
障
害
福
祉
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
　

１
階
７
番
窓
口
）

▼
対
象
　
市
内
居
住
の
障
が
い
の
あ
る
方
　

で
、
就
労
に
関
す
る
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
、
ま
た
は
障
が
い
の
あ
る
方
の
雇

用
に
つ
い
て
相
談
を
希
望
さ
れ
る
市
内

の
事
業
主

▼
相
談
料
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
相
談
日
の
１
週
間
前
ま
で
　

に
障
害
福
祉
グ
ル
ー
プ
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い

※
当
日
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
が
、
予

約
さ
れ
た
方
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
障
害
福
祉
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
緯
碓８５ 
３
７
３
２
）

小
児
救
急
講
習
会
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

▼
日
時
　
　
月
　
日
土
　
９
時
　
分
～
　
　

１１

２１

３０

１１

時
　
分
３０

▼
場
所
　
消
防
署
会
議
室
（
市
役
所
第
２
　

庁
舎
）

▼
内
容
　
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
８
歳
位
ま
で
の

心
肺
そ
生
法
や
異
物
除
去
の
方
法
な
ど

▼
定
員
　
　
人
（
申
込
順
）

１０

▼
申
込
方
法
　
　
月
　
日
火
ま
で
に
消
防
　

１１

１０

署
・
各
支
署
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ
　
消
防
署
警
防
救
急
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
緯
碓８５ 
２
５
５
１
）

申 し 込 み
問い合わせ 市民サービスグループ（緯碓８５ ２１３９）
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果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果

申し込み・問い合わせ
人事・行政管理グループ（緯碓８５ １１３２）

〒０５９－８７０１　中央町６丁目１１

平成２２年度 登別市職平成２２年度　登別市職員員
『キャリア採用試験』を実施しま『キャリア採用試験』を実施しますす

物品購入や小規模修繕などの競争入札等
参加資格審査申請を受け付けしています

市は、平成２１・２２年度の物品購入や小規模修繕
（建物、設備など）の受注を希望する事業者の資格
審査申請を随時受け付けしています（すでに資格登
録されている方は申請不要です）。
なお、小規模修繕については、建設業の許可を受

けていないなどの理由により、建設工事の競争入札
参加資格審査申請をすることができない事業者であ
っても申請が可能です。

▼期間　随時（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）

▼時間　９時３０分～１２時、１３時～１６時

▼場所　契約グループ（市役所３階）
※郵送可（返信用封筒に切手を張り同封すること）。

物品の購入・売り払い、修繕（３０万円未満の
小規模修繕を含む）、印刷、製造、委託（測
量、設計などを除く）、リースなど

登録申請
受付業種

煙競争入札等参加資格審査申請書
※契約グループに備え付けの市指定様式
※上記申請様式は、市ホームページ（各グル
ープのページ→契約グループのページ）か
らダウンロードできます。

煙登別市税（すべて）の納税証明書など

提出書類

申し込み・問い合わせ
契約グループ（緯碓８５ １１８４）
〒０５９－８７０１　中央町６丁目１１

申し込み先場所月日

地域包括支援セン
ターゆのか（緯碓８８ 
２１０６）

老人福祉
センター１１月１７日火

地域包括支援セン
ターあおい（緯碓８３ 
０５１１）

婦　　人
センター１１月１８日水

地域包括支援セン
ター「けいあい」
（緯碓８２ ５００５）

若草つどい
セ ン タ ー１１月１９日木

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
開
催
し
ま
す

～
認
知
症
を
学
び
地
域
で
支
え
ま
し
ょ
う
～

▼
時
間
　
　
時
　
分
～
　
時
（
受
け
付
け
　

１３

３０

１５

　
時
～
）

１３
▼
内
容
　
認
知
症
の
診
断
と
治
療
、
認
知
　

症
の
方
へ
の
接
し
方
、
地
域
で
支
え
る
　

制
度
や
仕
組
み
に
つ
い
て

※
受
け
付
け
の
後
に
血
圧
測
定
を
行
い
ま

す
。

▼
定
員
　
各
　
人
（
申
込
順
）

３０

▼
受
講
料
　
無
料

▼
持
ち
物
　
筆
記
用
具

▼
申
し
込
み
　
　
月
　
日
月
ま
で
に
各
申

１１

１６

し
込
み
先
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

▼
月
日
・
場
所
・
申
し
込
み
先

市は、民間企業などを経験された即戦力となる方を
募集します。
今年度は、１級建築士の資格を有する方を募集し、
採用後は建築主事の任用資格を取得していただき、建
築確認事務を主に担当していただきます。

１１月２０日金（土・日曜日、祝日を除く）
受付時間　９：００～１７：３０受付期限

持参または郵送（１１月２０日金の消印有効）提出方法

煙試験実施要綱を郵送で請求する場合は
１２０円分の切手を張った返信用封筒
（角形２号）を必ず同封してください。

その他

※市では『障害者の雇用の促進等に関する法律』の趣
旨を踏まえ、障がい者の雇用の促進に努めています。
　なお、受験できる方は、介助者なしで職務の遂行が
可能な方とします。
※詳しい受験資格については、試験実施要綱などで確
認してください。

採用予定人数職　　種

１人程度建　　　築

▼採用職種・採用予定人数

要　　件試験区分職　種

①昭和３６年４月２日から昭和５０年
４月１日までに生まれた方

キャリア建築 ②平成２１年１１月２０日現在で、正社
員として民間企業や官公庁など
に通算１０年以上勤務された方

③１級建築士の資格をお持ちの方

▼受験資格

結果の通知試験科目区   分

募集終了後、約２週
間程度で文書で通知
します

申込書、小論文の書
類選考第１次試験

試験終了後、約２週
間程度で文書で通知
します

面接、建築分野基礎
力テスト、性格適性
検査、健康診断書審
査

第２次試験

▼試験科目など

▼申込方法
人事・行政管理グループ（市役所３階）と各支所に
備え付け、または市ホームページよりダウンロードし
た受験申込書に必要事項を記入の上、小論文など必要
書類をそろえ、人事・行政管理グループへ提出してく
ださい。
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『
▼
申
し
込
み
』

 

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
▼
問
い
合
わ
せ
』

市市市市市市市市市市市市市市市市のののののののののののののののの政政政政政政政政政政政政政政政政策策策策策策策策策策策策策策策策ななななななななななななななななどどどどどどどどどどどどどどどどのののののののののののののののの策策策策策策策策策策策策策策策策定定定定定定定定定定定定定定定定過過過過過過過過過過過過過過過過程程程程程程程程程程程程程程程程でででででででででででででででで皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆ささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららら市の政策などの策定過程で皆さんからののののののののののののののののの
意意意意意意意意意意意意意意意意見見見見見見見見見見見見見見見見ををををををををををををををををおおおおおおおおおおおおおおおお聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞ききききききききききききききききすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるルルルルルルルルルルルルルルルルーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルルををををををををををををををををつつつつつつつつつつつつつつつつくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりまままままままままままままままま意見をお聞きするルールをつくりますすすすすすすすすすすすすすすすす

～～～～～～～～～～～～～～～～パパパパパパパパパパパパパパパパブブブブブブブブブブブブブブブブリリリリリリリリリリリリリリリリッッッッッッッッッッッッッッッッククククククククククククククククココココココココココココココココメメメメメメメメメメメメメメメメンンンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトト制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度ににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいててててててててててててててててごごごごごごごごごごごごごごごご意意意意意意意意意意意意意意意意見見見見見見見見見見見見見見見見ををををををををををををををををおおおおおおおおおおおおおおおお寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄せせせせせせせせせせせせせせせせくくくくくくくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだだだだだだだささささささささささささささささいいいいいいいいいいいいいいいい～パブリックコメント制度についてご意見をお寄せください～～～～～～～～～～～～～～～～～

▼▼提出方提出方法法 市役所１階市民ロビー、各支所、　市役所１階市民ロビー、各支所、市市
民会館、図書館、政策推進グループに備え付民会館、図書館、政策推進グループに備え付けけ
の専用用紙を使用いただくか、任意の用紙にの専用用紙を使用いただくか、任意の用紙に①①
案件名②住所③氏名④電話番号⑤ご意見を記案件名②住所③氏名④電話番号⑤ご意見を記入入
し、政策推進グループへ郵送またはファクスし、政策推進グループへ郵送またはファクス、、
Ｅメールでお寄せください。また、市役所１Ｅメールでお寄せください。また、市役所１階階
市民ロビー、各支所、市民会館、図書館のご市民ロビー、各支所、市民会館、図書館のご意意
見投函箱に投函することもできます見投函箱に投函することもできます。。

※電話や来庁による口頭でのご意見はお受けで※電話や来庁による口頭でのご意見はお受けできき
ませんので、ご理解くださいませんので、ご理解ください。。

▼▼ご意見に対する回答ご意見に対する回答　寄せられたご意見に対寄せられたご意見に対すす
る市の考え方をホームページに掲載（氏名、る市の考え方をホームページに掲載（氏名、住住
所、電話番号は公表しません）するとともに所、電話番号は公表しません）するとともに、、
市役所１階市民ロビー、各支所、市民会館、市役所１階市民ロビー、各支所、市民会館、図図
書館、政策推進グループに閲覧用のファイル書館、政策推進グループに閲覧用のファイルをを
備え置きます。なお、意見を提出された方に備え置きます。なお、意見を提出された方に個個
別の回答は行いませんので、ご了承ください別の回答は行いませんので、ご了承ください。。

パパパパパパパパパパパパパパパパブブブブブブブブブブブブブブブブリリリリリリリリリリリリリリリリッッッッッッッッッッッッッッッッククククククククククククククククココココココココココココココココメメメメメメメメメメメメメメメメンンンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトト制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度のののののののののののののののの流流流流流流流流流流流流流流流流パブリックコメント制度の流れれれれれれれれれれれれれれれれれ（（（（（（（（（（（（（（（（案案案案案案案案案案案案案案案案））））））））））））））））（案）

議会での審議・議決
議会の審議を要する政策などの案につい
ては、議会に最終案を提出します。 

市が案を作成
市民生活に関わる構想や計画、条例のほか、市民生活
に重大な影響のある規則や要綱なども意見公募の対象
になります。

意見の公表
市民の意見とこの意見に対する市の考えを
公表し、最終的な政策などの案をお知らせ
します。公表の方法は、ホームページと市
役所・各支所などでの閲覧です。広報紙で
は、閲覧場所などをお知らせします。

意見公募の周知
意見公募することを広報とホームページで周知しま
す。内容は、政策などの案の概要、案（全文）および
資料の閲覧方法です。

資料の閲覧
政策などの案の全文やこれに関する資料をホームペー
ジに掲載し、市役所、各支所、市民会館、図書館の閲
覧場所に置きます。

意見の受け付け（提出期間は１カ月程度）
意見は文書、Ｅメール、ファクスなどでお受けします。
（電話など口頭ではお受けしません）

※議会の議決を要する案件は、議案を議会に提出
　するのと同時期に公表します。

 ご
意
見
の
例
 

『『『『『『『『『『『『『『『『パパパパパパパパパパパパパパパパブブブブブブブブブブブブブブブブリリリリリリリリリリリリリリリリッッッッッッッッッッッッッッッッククククククククククククククククココココココココココココココココメメメメメメメメメメメメメメメメンンンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトト制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度』』』』』』』』』』』』』』』』とととととととととととととととと『パブリックコメント制度』とははははははははははははははははは
パブリックコメント制度は、市の基本的な構想パブリックコメント制度は、市の基本的な構想・・

計画や市民生活に大きく影響する条例の策定・改計画や市民生活に大きく影響する条例の策定・改廃廃
の案を決定前に公表し、市民の皆さんから寄せらの案を決定前に公表し、市民の皆さんから寄せられれ
た意見を考慮しながら最終案を決定する制度ですた意見を考慮しながら最終案を決定する制度です。。

どどどどどどどどどどどどどどどどううううううううううううううううししししししししししししししししててててててててててててててててルルルルルルルルルルルルルルルルーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルル化化化化化化化化化化化化化化化化すすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるののののののののののののののののどうしてルール化するの？？？？？？？？？？？？？？？？？
市は、これまで各種審議会や市民自治推進委員市は、これまで各種審議会や市民自治推進委員会会、、

地区懇談会などの場で市民の皆さんから意見をお地区懇談会などの場で市民の皆さんから意見をお聞聞
きしてきたほか、広報のぼりべつやホームページきしてきたほか、広報のぼりべつやホームページなな
どで計画などの案を公表し、市民の皆さんの意見どで計画などの案を公表し、市民の皆さんの意見をを
市政に反映できるよう努めてきました市政に反映できるよう努めてきました。。
市がこれまで行ってきた手法は、パブリックコ市がこれまで行ってきた手法は、パブリックコメメ

ントに該当するものであると考えますが、市政のントに該当するものであると考えますが、市政の推推
進に当たりこれまで以上の市民参画によるまちづ進に当たりこれまで以上の市民参画によるまちづくく
りを推し進めるためには、市民生活に関わる構想りを推し進めるためには、市民生活に関わる構想やや
計画、条例などについて、より積極的に情報発信し計画、条例などについて、より積極的に情報発信し、、
透明で公正な政策決定に取り組む必要があると考透明で公正な政策決定に取り組む必要があると考ええ
ますます。。
そのため、これまで行ってきた意見の募集方法そのため、これまで行ってきた意見の募集方法をを

見直し、要綱として定めて明文化します見直し、要綱として定めて明文化します。。

皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆ささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごご意意意意意意意意意意意意意意意意見見見見見見見見見見見見見見見見ををををををををををををををををおおおおおおおおおおおおおおおお聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞ききききききききききききききききすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるたたたたたたたたたたたたたたたためめめめめめめめめめめめめめめめ皆さんからのご意見をお聞きするためののののののののののののののののの 
ルルルルルルルルルルルルルルルルーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルルににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいてててててててててててててててて、、、、、、、、、、、、、、、、ごごごごごごごごごごごごごごごご意意意意意意意意意意意意意意意意見見見見見見見見見見見見見見見見ををををををををををををををををおおおおおおおおおおおおおおおお寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄せせせせせせせせせせせせせせせせくくくくくくくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだだだだだだだささささささささささささささささルールについて、ご意見をお寄せくださいいいいいいいいいいいいいいいいい

▼▼ご意見をお聞きする制度ご意見をお聞きする制度　登別市パブリックコメ登別市パブリックコメ
ント実施要ント実施要綱綱（案）（案）

▼▼ご意見の募集期間ご意見の募集期間　１１月１日日～３０日１１月１日日～３０日月月

▼▼資料の閲覧資料の閲覧　本案の全文および資料は、市役所本案の全文および資料は、市役所１１
階市民ロビー、各支所、市民会館、図書館、政階市民ロビー、各支所、市民会館、図書館、政策策
推進グループのほか、市のホーム推進グループのほか、市のホームペページージ（（hhttpttp:://// 
ww　wwww..citcityy..noboribetsnoboribetsuu..lglg..jp/plan/indejp/plan/indexx..htmhtm））で閲覧でで閲覧で
きますきます。。

◎閲覧できる資◎閲覧できる資料料
煙煙登別市パブリックコメント実施要登別市パブリックコメント実施要綱綱（案）（案）
煙煙登別市パブリックコメント実施要登別市パブリックコメント実施要綱綱（案）解（案）解説版説版
煙煙登別市パブリックコメント実施要登別市パブリックコメント実施要綱綱（案）（案）についてについて
（地方自治法および行政手続（地方自治法および行政手続法法（抜粋）（抜粋）含む）含む）

煙煙パブリックコメント制度の概パブリックコメント制度の概要要
煙煙登別市まちづくり基本条例 解登別市まちづくり基本条例　解説説

例１：『パブリックコメント』というカタカ例１：『パブリックコメント』というカタカナナ
名ではなく、分かりやすい表現にすべき名ではなく、分かりやすい表現にすべき。。

例２：計画案や条例案の内容が、量的に膨大例２：計画案や条例案の内容が、量的に膨大でで
あれば、理解しやすいように概要の説明あれば、理解しやすいように概要の説明をを
分かりやすくすべき分かりやすくすべき。。
など、実施要綱をご覧になって修正・加など、実施要綱をご覧になって修正・加筆筆

の必要な個所や内容などについてご意見をの必要な個所や内容などについてご意見をおお
寄せください寄せください。。

政策推進グループ（〒０５９－８７０１　中央町６丁目１１・緯碓８５ １１２２、
思碓８５ １１０８、Ｅメール：kikaku@city.noboribetsu.lg.jp）

問　い
合わせ
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情報あらかると

平成２１年度各会計予算は、平成２１年第１回登別市
議会定例会で各会計の当初予算が議決され、その後、
９月３０日までに一般会計は６回の補正を行い、特別
会計では国民健康保険特別会計、簡易水道事業特別
会計、老人保健特別会計、介護保険特別会計がそれ
ぞれ１回の補正を行っています。
平成２１年度予算の９月末日現在における収入や支
出の概況、市民の市税負担の状況、市債の状況など
は次のとおりです。

平成２１年度各会計予算執行状況
歳　　出歳　　入予算現額

（９月３０日現在）補正額当初予算額会　　計　　名
執行率（％）支出済額収入率（％）収入済額

３９．６％７７億５，１８０万円５０．３％９８億４，８３０万円１９５億７，０８１万円６億　１８３万円１８９億６，８９８万円一　般　会　計

４１．６％２６億４，０５３万円４５．４％２８億８，４８９万円６３億５，１６１万円３，９８１万円６３億１，１８０万円国 民 健 康 保 険

特
　
別
　
会
　
計
　

３９．８％１億４，２９３万円２４．９％８，９２６万円３億５，８９０万円－３億５，８９０万円学 校 給 食 事 業

３１．１％１１億　９２４万円７．５％２億６，９３５万円３５億７，２３０万円－３５億７，２３０万円公共下水道事業

０．１％５万円５１．９％２，８３６万円５，４６９万円２，３５９万円３，１１０万円老 人 保 健

１８．７％９６９万円１１．３％５８４万円５，１７０万円２，２００万円２，９７０万円簡 易 水 道 事 業

３７．２％１１億３，２８７万円３７．９％１１億５，４００万円３０億４，２３８万円２，２３８万円３０億２，０００万円介 護 保 険

８．９％１，１２８万円０．０％－１億２，７２０万円－１億２，７２０万円カルルス温泉スキー場事業

３６．２％２億１，５４９万円３５．１％２億　８５７万円５億９，５００万円－５億９，５００万円後期高齢者医療

３８．６％１３０億１，３８７万円４３．０％１４４億８，８５８万円３３７億２，４５８万円７億　９６０万円３３０億１，４９８万円合　　　　　計

※項目ごとに表示単位未満を四捨五入しているため、合計欄と一致しない個所があります。
※一般会計の当初予算額、予算現額、収入・支出済額には平成２０年度からの繰越明許費分を含んでいます。

問い合わせ

財政グループ
（緯碓８５ １３３１）

財政公財政公表表
平成２１年９月末平成２１年９月末のの
財政状況をお知らせしま財政状況をお知らせしますす

市民一人当たりの状況
市民一人当たりに
使われる市のお金市民一人当たりの市税人口（９月３０日現在）

３７万１，６１６円１０万１，８６８円５万２，６６４人

※市税収入と一般会計歳出総額の
予算額（９月３０日現在）を、市
の人口で除して算出しています。

市債残高の状況
残　　高会　　計　　区　　分

２５１億４，３１７万円一　　般　　会　　計

９４３万円学 校 給 食 事 業特
別
会
計

１９５億２，３６４万円公 共 下 水 道 事 業

６，４６２万円簡 易 水 道 事 業

４４７億４，０８６万円合　　　　　計

一時借入金の状況

９月３０日現在において、
一時借入金は借り入れて
いません。
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しんた２１からのお知らせ 申し込み・問い合わせ
健康推進グループ（しんた２１内・緯碓８５ 0100）

※４カ月児健康診査、８カ月児健康相談、１歳６カ月児健康診査、３歳児健康診査の時間は、対象となる家
庭に通知します。なお、乳幼児健康相談は、事前にお電話で申し込みください。

持 ち 物内　　容対　　象月　　日診査・相談名
母子健康手帳、バスタオル、
替えオムツ

診察、身体計測、栄養相談・育児
相談

７月１６日～８月１５日
生まれのお子さん

１２月１７日木４カ月児健康診査

母子健康手帳、バスタオル、
替えオムツ

身体計測、栄養相談・育児相談、
遊びの紹介

４月生まれのお子さ
ん

１２月１６日水８カ月児健康相談

母子健康手帳、お子さんの歯
ブラシ

診察、歯科検診、身体計測、栄養
相談・歯科相談・育児相談、フッ
素塗布（希望者８００円）

平成２０年５月生まれ
のお子さん

１２月９日水１歳６カ月児健康診査

母子健康手帳、お子さんの歯
ブラシ

診察、歯科検診、尿検査、身体計
測、栄養・歯科相談・育児相談

平成１８年１１月生まれ
のお子さん

１２月１０日木３歳児健康診査

－
発育・発達・育児などの相談、栄
養相談

育児相談を希望する
方

１２月１６日水乳幼児健康相談

むし歯予防教室に参加しませんか？

▼日時　１１月１８日水　１０時～１２時

▼場所　しんた２１

▼対象　１歳～１歳６カ月のお子さんとその保護者

▼内容　歯のお話、歯科検診、ブラッシング指導、
フッソ塗布（講師… 江  端  憲  一 さん・えばた歯科医

え ばた けん いち

院）

▼定員　２０人（申込順）

▼持ち物　お子さんの歯ブラシ、母子手帳

▼申し込み　１１月２日月～１３日金に電話で健康推進　
グループ

市民健康教室に参加しませんか

▼日時　１１月１８日水　１３時３０分～１５時

▼場所　市民会館大ホール
▼テーマ　こころの健康

▼講師　 菅  原  康  文 さん（三愛病院）
すが わら やす ふみ

▼参加料　無料
※送迎バスの乗車希望の方は、事前に申し込みくだ
さい。

もぐもぐ食育ひろばに参加しませんか

▼日時　１１月１０日火　１０時～１２時

▼場所　しんた２１調理室

▼対象　生後４～６カ月児を持つ保護者（託児を行
います）

▼内容　離乳食（５～７カ月）の調理実習と交流タ
イム

▼定員　１５人
（申込順）

▼参加料　５００
円

▼持ち物　エプ
ロン、三角き
ん（スカーフ）

▼申し込み　１１
月６日金まで
に電話で健康
推進グループ
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情報あらかると

『赤い羽根共同募金』に
ご協力ください

赤い羽根共同募金は、お年寄り
や体にハンディキャップを持つ方
々の移動のための車いす用リフト
付き車両の購入や、障がいのある子どもたちの早期
治療、市民ボランティア活動の支援など、社会福祉
事業に活用されています。

▼期間　１２月３１日木まで

▼問い合わせ　登別市共同募金会（登別市社会福祉
協議会内緯碓８８ ０８６０）

子育て支援センターからのお知らせ

移動子育て支援センターを開設します

※両会場とも駐車場があります。

▼持ち物　上靴（子ども、保護者とも）
※直接会場にお越しください。

▼問い合わせ　中央子育て支援センター
　　　　　　　　　　　　　　（緯碓８１ ３７１５）

お父さんと遊ぼう
▼日時　１１月２８日土　１０時～１２時

▼場所　登別子育て支援センター

▼対象　市内居住の就学前の子どもとそのお父さん

▼内容　絵本や遊具を使った自由遊びなど
※直接会場にお越しください。

▼問い合わせ　登別子育て支援センター
　　　　　　　　　　　　　　　（緯碓８０ ２７７２）

保育所に遊びに来ませんか

▼持ち物　上靴（子ども、保護者とも）、天候によ
っては戸外で遊ぶこともありますので、着替えや
防寒着をお持ちください。

※直接会場にお越しください。

▼問い合わせ　中央子育て支援センター
　　　　　　　　　　　　　　　（緯碓８１ ３７１５）

対　　象場　所時　間月　日

市内居住の就学前の
子どもとその保護者

鷲別公民館
１０時
～１２時

１１月１１日水

若草放課後
児童クラブ１１月１８日水

対　　象場　所時　間月　日

市内居住の就学
前の子どもとそ
の保護者

鷲別・富士・
栄町保育所

９時３０分
～１１時

１２月３日木

幌別東保育所１２月１０日木

登別保育所１２月１６日水

問い合わせ
環境対策グループ

（クリンクルセンター内緯碓８５ ２９５８）

再生展示品を販売します

▼対象　市内居住の２０歳以上で、当日会場に来るこ　
とができ、抽選日から１週間以内に搬出できる方
※転売目的の方は申し込みできません。

▼抽選日　１１月２９日日　１０時～

▼場所　クリンクルセンター市民ギャラリー

▼展示品　タンス、食器棚、ソファー、自転車など

▼販売価格　５００円～（自転車は無料）

▼申込方法　１１月１６日月～２７日金の９時～１７時にク　
リンクルセンターに備え付けの申込用紙に必要事　
項を記入し、申し込みください（１人１点）

『指定ごみ袋』と『し尿処理無料券』を
交付します
次の世帯に指定ごみ袋（燃やせるごみ３０㍑用を２０
枚）と、し尿処理無料券（くみ取り世帯に１枚）を
交付します。

▼対象
煙重度心身障がい者在宅世帯（身体障害者手帳１・　
２級）、知的障がい者（ＩＱ５０以下）在宅世帯
煙６５歳以上の寝たきり老人在宅世帯（常時寝たきり　
の状態が６カ月以上）
※生活保護世帯を除きます。

▼申請方法　
　身体障害者手帳、療育手帳のいずれかと印鑑（朱
肉を使うもの）を持参し、市民サービスグループ
（市役所１階２番窓口）、各支所、クリンクルセン
ターで申請してください
※昨年度までに申請された方は、申請の必要はあり　
ませんが、死亡または上記資格を喪失した方は対　
象外となります。

クリンクルセンターからのお知らせ

▼申し込み　㈲登和清掃（緯碓８８ ０２００）
※申込期間（土・日曜日、祝日を除く）の９時～１７時
に電話でお申し込みください。

※電話番号のおかけ間違いのないように、十分注意し
てください。

申込期間収集期間地　区　名

１１月２４日火 
 ～１２月４日金

１２月７日月 
 ～１２月１２日土鷲 別 町 １ ～ ３ 丁 目

１１月３０日月 
 ～１２月１１日金

１２月１４日月 
 ～１２月１９日土新 生 町 １ ・ ２ 丁 目

※粗大ごみの収集は、電話で受け付けしています。
※粗大ごみは、１品ごとにごみ処理券（１枚１６０円）
を張って出してください（１回につき５品まで）。

※粗大ごみの収集日は、『家庭ごみ収集カレンダー』
にも掲載しています。また、今後の『広報のぼりべ
つ』でもお知らせします。

１２月の粗大ごみ収集
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情報あらかると

『
▼
申
し
込
み
』

 

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
▼
問
い
合
わ
せ
』

社会教育グループからのお知らせ 申し込み・問い合わせ
（緯碓８８ １１２９）

わわわわわわわわわわがががががががががが家家家家家家家家家家のののののののののの味味味味味味味味味味自自自自自自自自自自慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢わが家の味自慢　　　　　　　　　　
第第第第第第第第第第３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３回回回回回回回回回回つつつつつつつつつつけけけけけけけけけけももももももももももののののののののののフフフフフフフフフフェェェェェェェェェェスススススススススステテテテテテテテテティィィィィィィィィィババババババババババルルルルルルルルルル第３３回つけものフェスティバル　　　
ココココココココココンンンンンンンンンンククククククククククーーーーーーーーーールルルルルルルルルル審審審審審審審審審審査査査査査査査査査査員員員員員員員員員員募募募募募募募募募募コンクール審査員募集集集集集集集集集集集

▼日時　１月１４日木　１０時４５分～１４時

▼場所　市民会館中ホール

▼内容　つけものを試食、審査（つけものが好きな　
市民の方で、年齢、性別は問いません）

▼申し込み　つけものフェスティバル実行委員会
　　　　　　　　　　　　（社会教育グループ内）

模模模模模模模模模模範範範範範範範範範範ととととととととととななななななななななるるるるるるるるるる青青青青青青青青青青少少少少少少少少少少年年年年年年年年年年ををををををををををごごごごごごごごごご推推推推推推推推推推薦薦薦薦薦薦薦薦薦薦くくくくくくくくくくだだだだだだだだだだささささささささささ模範となる青少年をご推薦くださいいいいいいいいいいい
登別市青少年問題協議会は、平成２１年度登別市青
少年表彰を行います。登別市を築く担い手として、
豊かな心と実践力を持つ青少年を推薦してください。

▼表彰の種類・対象
煙青少年善行表彰　市内居住の２８歳未満で、その活　
動が模範となる方

煙青少年団体活動者表彰
①個人…市内居住の２８歳未満で、市内に組織された
活発な活動を続ける青少年団体に３年以上所属し、
その活動が模範となる方

②団体…市内に組織された青少年団体で、５年以上
の活動を続け、その目的が健全な文化・教養・体
育・奉仕活動で、その活動が模範となる団体

煙優良勤労青少年表彰　市内居住の２８歳未満の方で、
勤労年数が３年以上あり、日常生活に誠実・精励
で、職務技能の向上・研さんに努めるなど、その
活動が模範となる方

▼推薦者　市内居住の方、職場の長、団体の代表者　
など

▼推薦・選考方法　社会教育グループに備え付けの　
推薦書により、１１月３０日月までに提出してくださ　
い。後日、登別市青少年問題協議会が表彰者を選　
考し決定します

市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民会会会会会会会会会会館館館館館館館館館館ササササササササササーーーーーーーーーーククククククククククルルルルルルルルルル展展展展展展展展展展・・・・・・・・・・家家家家家家家家家家庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育学学学学学学学学学学級級級級級級級級級級市民会館サークル展・家庭教育学級　
作作作作作作作作作作品品品品品品品品品品展展展展展展展展展展ににににににににににおおおおおおおおおお越越越越越越越越越越ししししししししししくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだささささささささささ作品展にお越しくださいいいいいいいいいいい
焔市民会館サークル展

▼日時　１１月９日月１３時～１２日木１３時

▼場所　市民会館１階エントランスホール、大会議　
室、廊下

▼内容　市民会館で活動中のサークルの作品展示
焔家庭教育学級作品展

▼日時　１１月１６日月１３時～１９日木１３時

▼場所　市民会館１階廊下

▼内容　市内の幼稚園や小学校で活動している家庭　
教育学級の作品展示つけものフェスティバル入賞作品レシピ紹つけものフェスティバル入賞作品レシピ紹介介

◎大根のビール漬け
《材料》
煙大根５㌔㌘
煙調味料（ザラメ１㌔㌘、
塩２００㌘、洋がらし３５㌘、
酢２００㏄、ビール３００㏄）

《作り方》
１．大根の皮をむき、食べやすい大きさに切る。
２．調味料をすべて混ぜ合わせる。
３．切った大根と調味料を漬け込み、重石をする。
４．１週間ぐらいから食べごろになります。
《ポイント》
　漬かってくると水が上がってきますが、そのままに
しておきましょう。

カカカカカカカカカカンンンンンンンンンントトトトトトトトトト・・・・・・・・・・レレレレレレレレレレララララララララララのののののののののの今今今今今今今今今今年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度のののののののののの開開開開開開開開開開館館館館館館館館館館ははははははははははカント・レラの今年度の開館は　　　
今今今今今今今今今今月月月月月月月月月月でででででででででで終終終終終終終終終終了了了了了了了了了了ししししししししししまままままままままま今月で終了しますすすすすすすすすすす
１１月２９日日で、 
カント・レラの今
年度の開館が終了
します。
次年度の開館は、

来年４月１日木か
らの予定です。

▼休館中の問い合わせ　社会教育グループ
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情報あらかると

文化・スポーツ振興
財団からのお知らせ

市民作品展を開催します

▼日時　１１月１６日月
　１３時～１９日木１３時

▼場所　市民会館

▼内容　絵画、写真、
　工芸品、手芸など

▼出展申し込み　１１月１０日火までに電話で文化･ス
ポーツ振興財団

初心者卓球教室に参加しませんか

▼日時　１１月１８日水～１２月
１０日木の毎週水・木曜日　
（全８回）　１０時～１２時

▼場所　総合体育館

▼対象　市内居住または通
勤する方

▼定員　２０人（申込順）

▼ 参加料　２，５００円（スポ
ーツ安全保険料含む）

▼持ち物　運動のできる服装、室内用運動靴、ラケ
ット（ラケットは貸し出しも行います）

▼申し込み　１１月４日水から１３日金までに電話で文　
化・スポーツ振興財団

市民ミニバレー大会を開催します

▼日時　１１月２９日日　９時～

▼場所　総合体育館

▼種目　一般の部（男子の部
　・女子の部）、競技者の部
（男子の部・女子の部）

▼チーム編成　１チーム５人

▼参加料　１チーム３，０００円

▼申込方法　１１月１７日火までに総合体育館に備え付　
けの申込用紙に必要事項記入の上、参加料を添え
てチーム単位で提出してください

郷土資料館（緯碓８８ １３３９）
申し込み・問い合わせ

郷土資料館からのお知らせ

申し込み・問い合わせ
文化・スポーツ振興財団（緯碓８８ １１１６）

総合体育館（緯碓８５ ５５５２）

◎包丁とぎ体験に参加しませんか

▼日時　１１月２８日土　１０時～１２時

▼対象　小学５年生以上

▼定員　３０人（申込順）

▼参加料　無料
※高校生以上は入館料１９０円が掛かります。

▼持ち物　自宅で使用している包丁２・３丁
※包丁はケースに入れるか、布に包むなどして持参　
してください

▼申し込み　電話（１０時～１６時）で郷土資料館

◎年越し手打ちそば教室を開催します

▼日時　１２月５日土、６日日　９時３０分～１３時

▼対象　１８歳以上の方
▼定員　各２０組（１組１～２人・申込順）

▼参加料　１組８５０円
※別途入館料（１９０円）が掛かります。

▼持ち物　胸からかけるエプロン、髪を覆うもの、　
布きん２枚、上履き、そば持ち返り用容器

▼申し込み　１１月１３日金から２６日木までに電話（１０
時～１６時）で郷土資料館

◎しめ縄づくりを体験
しませんか

▼日時　12月12日土　10時
　～12時

▼対象　小学生以上（小学
　４年生以下は保護者同伴）

▼内容　スゲを使った本格
　的なしめ飾り

▼定員　３０人（申込順）

▼参加料　１セット１００円（１家族２セットまで）
※高校生以上は別途入館料１９０円が掛かります。

▼申し込み　１１月１７日火から電話（１０時～１６時）で
郷土資料館
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情報あらかると
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中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
▼
問
い
合
わ
せ
』

室
蘭
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

鴨
税
に
関
す
る
作
品
展

▼
日
時
　
　
月
　
日
水
～
　
日
火
　
９
時

１１

１１

１７

～
　
時
　
分

１７

３０

▼
場
所
　
市
役
所
１
階

▼
内
容
　
小
学
６
年
生
の
『
税
に
関
す
る

標
語
』
な
ど
の
展
示

鴨
平
成
　
年
分
年
末
調
整
説
明
会

２１

▼
日
時
　
　
月
　
日
火
　
　
時
～

１１

２４

１４

▼
場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
対
象
　
給
与
を
支
給
し
て
い
る
事
務
所

▼
内
容
　
年
末
調
整
の
仕
方
、
留
意
事
項
、

用
紙
の
記
載
方
法
、
今
年
度
の
改
正
点
、

電
子
申
告
の
利
用
に
つ
い
て

鴨
ｅ

－

    

 Ｔ
ａ
ｘ
 （
国
税
電
子
申
告
・
納
税

イ
ー
 

タ
ッ
ク
ス

シ
ス
テ
ム
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
は
、
国
税
に
関
す
る

各
種
手
続
き
（
①
所
得
税
、
法
人
税
、

消
費
税
、
酒
税
、
印
紙
税
の
申
告
、
②

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
な
ど
を

利
用
し
た
全
税
目
の
納
税
、
③
法
定
調

書
の
提
出
や
納
税
証
明
書
の
交
付
請
求

の
ほ
か
、
各
種
申
請
・
届
出
の
提
出
）

煙
主
な
改
正
内
容

①
１
カ
月
　
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労
働

６０

に
つ
い
て
、
割
増
賃
金
率
が
５
割
以
上

に
引
き
上
げ
（
猶
予
事
業
場
あ
り
）

②
割
増
賃
金
の
支
払
い
に
代
え
た
有
給
休
　

暇
の
仕
組
み
の
導
入

③
限
度
時
間
を
超
え
た
時
間
外
労
働
に
対
　

す
る
割
増
賃
金
率
の
引
き
上
げ
な
ど
が

努
力
義
務
に

④
年
次
有
給
休
暇
が
時
間
単
位
で
も
取
得
　

可
能

※
詳
し
く
は
、
北
海
道
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
　

ー
ジ
（http://w

w
w
.hokkaido-labp

r.go.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
室
蘭
労
働
基
準
監
督
署

　
　
　
　
　
　
　
　
（
緯
碓２３ 
６
１
３
１
）

小
規
模
企
業
共
済
、
経
営

セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
の
ご
案
内

小
規
模
企
業
共
済
は
、
個
人
事
業
主
や

会
社
な
ど
の
役
員
の
方
が
事
業
を
や
め
た

り
退
職
し
た
場
合
に
、
生
活
の
安
定
や
事

業
の
再
建
を
図
る
た
め
の
資
金
を
あ
ら
か

じ
め
準
備
し
て
お
く
国
の
共
済
制
度
で
す
。

胆
振
管
内
の
産
学
官
で
構
成
す
る
『
胆

振
も
の
づ
く
り
産
業
振
興
連
携
会
議
』
で

は
、
事
業
者
の
お
役
に
立
つ
各
種
情
報
を

メ
ー
ル
で
お
届
け
し
ま
す
。

ま
た
、
各
種
制
度
の
活
用
を
希
望
す
る

事
業
者
の
ご
相
談
に
も
対
応
し
ま
す
。

▼
対
象
者
　
原
則
、
胆
振
支
庁
管
内
に
本
　

社
ま
た
は
事
業
所
が
あ
る
事
業
者

▼
提
供
す
る
情
報
　
胆
振
も
の
づ
く
り
産
　

業
振
興
連
携
会
議
の
構
成
団
体
に
よ
る
　

各
種
セ
ミ
ナ
ー
や
研
修
会
、
商
談
会
、　

助
成
制
度
の
募
集
案
内
な
ど

▼
登
録
方
法
　
企
業
名
、
担
当
者
職
氏
名
、

電
話
番
号
、
情
報
を
送
信
す
る
ア
ド
レ
　

ス
を
記
入
の
上
、
メ
ー
ル
（iburi.sho

ko1@
pref.hokkaido.lg.jp

）
に
送
信

し
て
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ
　
胆
振
支
庁
商
工
労
働
観
　

光
課
（
緯
碓２４ 
９
５
９
０
）

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

猿
メ
リ
ッ
ト
は
…

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
簡

単
申
告

②
最
高
五
千
円
の
税
額
控

除
③
添
付
書
類
を
提
出
省
略

④
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

※
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
室
蘭
税
務
署

　
　
　
　
　
　
　
　
（
緯
碓２２ 
４
１
５
１
）

平
成
ɹ
年
４
月
か
ら
改
正
労
働

２２

基
準
法
が
施
行
さ
れ
ま
す

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
は
、
取
引
先
の

突
然
の
倒
産
が
原
因
で
、
経
営
悪
化
の
危

機
に
直
面
し
た
場
合
に
、
資
金
を
借
り
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
国
の
共
済
制
度
で
す
。

制
度
の
運
営
は
、
独
立
行
政
法
人
中
小

企
業
基
盤
整
備
機
構
が
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
申
込
方
法
　
商
工
会
議
所
、
金
融
機
関
　

な
ど
の
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ
　
独
立
行
政
法
人
中
小
企
　

業
基
盤
整
備
機
構
（
緯
　

－

５
４
７
０

０３

－

１
６
９
０
）

『
胆
振
も
の
づ
く
り
産
業
振
興

連
携
会
議
』
か
ら
各
種
情
報
を

お
届
け
し
ま
す
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情報あらかると

申し込み・問い合わせ
市民サービスグループ
（緯碓８５ ２１３９）

無料法律相談
交通事故や金銭貸借、損害賠償、離婚などの相談
を弁護士がお受けします。

▼担当弁護士　 芝  垣 　 美  男 弁護士
しば がき よし お

▼場所・日時・定員・申込期限
申込期限定　　員日　　時場　　所

１１月２７日金
までに電話で

６人
（申込順）

１２月１９日土
９時３０分～１２時

鉄南ふれあい
センター

６人
（申込順）

申し込み後、ご本
人から弁護士に相
談日予約の電話を
していただきます

担当弁護士
事務所

そのほかの相談
市民生活や消費生活・多重債務に関する相談も随
時、受け付けています。
また、ＤＶに関する相談も受け付けていますので、
もし、あなたが配偶者や恋人から暴力を受けている
なら、一人で悩まず相談してください。
なお、消費生活に関する問題
は、消費生活センター（市民サ
ービスグループ内・緯碓８５ ３４９
１）および登別消費者協会（労
働福祉センター内・緯碓８５ ８３０
７＜火～金曜日１０時～１６時＞）
でも受け付けています。

相続や遺言、各種契約など官公署に提出する書類
について、行政書士が相談をお受けします。

▼日時　１１月２８日土　９時３０分～１２時

▼場所　鉄南ふれあいセンター

▼定員　１０人（申込順）

▼申込期限　１１月２７日金
※直接会場にお越しいただいても相談できますが、　
できるだけ事前にお申し込みください。

くらしの無料相談
～北海道行政書士会室蘭支部主催～

▼
日
時
　
　
月
　
日
木
　
９
時
　
分
～
　
　

１１

１９

３０

１５

時
▼
場
所
　
ポ
ス
フ
ー
ル
室
蘭
２
階
文
化
ホ
　

ー
ル
（
室
蘭
市
東
町
）

▼
内
容
　
土
地
・
建
物
、
金
銭
、
家
庭
、　

そ
の
ほ
か
『
民
事
』
『
家
事
』
に
関
す
　

る
相
談

▼
問
い
合
わ
せ
　
札
幌
地
方
裁
判
所
室
蘭
　

支
部
庶
務
課
（
緯
碓４４ 
６
７
３
３
）

『
無
料
調
停
相
談
会
』
を

開
催
し
ま
す

～
室
蘭
調
停
協
会
～

▼
相
談
日
時
　
　
月
　
日
日
、　
日
土
　

１１

１５

２１

　
時
～
　
時
、　
月
　
日
月
～
　
日
金
　

１０

１７

１１

１６

２０

８
時
　
分
～
　
時

３０

１９

▼
相
談
内
容
　
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
　

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
夫
や
パ
ー
ト
ナ
　

ー
か
ら
の
暴
力
な
ど

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
　
緯
０
５

７
０

－

　

－
　

０７０

８１０

北
海
道
労
働
局
で
は
、
無
料
で
個
別
労

働
紛
争
の
解
決
援
助
サ
ー
ビ
ス
（
①
総
合

労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
お
け
る
情
報
提
供
・

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

相
談
、
②
労
働
局
長
に
よ
る
助
言
・
指
導
、

③
紛
争
調
整
委
員
会
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
）

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
北
海
道
労
働
局
企
画
室
　

　
　
　
　
　
（
緯
　

－

　

－

２
３
１
１
）

０１１

７０９

働
く
方
の
最
低
賃
金
額
が

変
わ
り
ま
し
た

　
月
　
日
土
か
ら
、
道
内
で
事
業
を
営

１０

１０

む
使
用
者
と
雇
用
さ
れ
て
い
る
労
働
者

（
臨
時
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ

ト
を
含
む
）
に
適
用
さ
れ
る
北
海
道
最
低

賃
金
額
が
次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
最
低
賃
金
額
　
時
間
額
　
円
６７８

▼
問
い
合
わ
せ
　
室
蘭
労
働
基
準
監
督
署

　
　
　
　
　
　
　
　
（
緯
碓２３ 
６
１
３
１
）

個
人
が
貸
金
業
者
か
ら
借
り
ら
れ
る
額

が
年
収
の
３
分
の
１
ま
で
に
制
限
さ
れ
る

な
ど
、
来
年
６
月
（
予
定
）
か
ら
貸
金
業

法
の
ル
ー
ル
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
（
銀

行
な
ど
は
別
の
扱
い
に
な
り
ま
す
）
。

違
法
な
ヤ
ミ
金
業
者
な
ど
、
不
安
が
あ

る
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
胆
振
支
庁
商
工
労
働
観
　

光
課
（
緯
碓２４ 
９
５
８
９
）

『
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』

特
設
電
話
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

～
札
幌
法
務
局
・

 

札
幌
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
～

労使の協力で進めよう！
労働時間の適正化

全国一斉
無料相談ダイヤル

緯０１２０－７９４－７１３
　　相談日時　　

１１月２１日土　９時～１７時
　問い合わせ　
北海道労働局

（緯０１１−７０９−２３１１）

貸
金
業
の
ル
ー
ル
が
変
わ
り
ま
す

一
人
で
も
雇
っ
た
ら

入
ろ
う
労
働
保
険

労
働
保
険
は
、
労
働
者
の
生
活
の
安
定
、

福
祉
の
増
進
の
た
め
に
政
府
が
直
接
管
理

運
営
し
て
い
る
労
災
・
雇
用
保
険
で
す
。

農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
き
、
労
働
者
を

一
人
で
も
雇
用
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
加

入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

労
働
保
険
に
加
入
し
、
従
業
員
が
安
心

し
て
働
け
る
職
場
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
北
海
道
労
働
局
労
働
保
　

険
適
用
室
（
緯
　

－

　

－

２
３
１
１
）

０１１

７０９



26

情報あらかると

『
▼
申
し
込
み
』

 

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
▼
問
い
合
わ
せ
』

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

▼
募
集
項
目
　
高
等
工
科
学
校
生
徒

▼
募
集
資
格
　
中
学
校
卒
業
（
見
込
み
含
　

む
）
で
　
歳
未
満
の
方

１７

▼
受
付
期
限
　
平
成
　
年
１
月
８
日
金

２２

▼
試
験
期
日
　
１
次
…
平
成
　
年
１
月
　
　

２２

２３

日
土
、
２
次
…
平
成
　
年
２
月
６
日
土
　

２２

～
９
日
火
の
い
ず
れ
か
１
日

▼
申
し
込
み
　
自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
　

部
室
蘭
地
域
事
務
所
（
緯
碓４４ 
９
５
３
３
）

▼
訓
練
科
目
・
入
校
資
格
な
ど

平
成
ɹ
年
度
登
別
地
方
高
等
職
業

２２

訓
練
校
の
入
校
生
を
募
集
し
ま
す

職
業
訓
練
協
会
（
緯
碓85 
１
４
５
０
）

『
障
害
者
週
間
記
念
事
業
』
を

開
催
し
ま
す

障
が
い
に
対
す
る
理
解
を
深
め
ま
せ
ん

か
。
運
営
に
協
力
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
　
　
月
　
日
土
・
　
日
日
　
　
時
　

１１

２１

２２

１０

～
　
時
１７

▼
場
所
　
ア
ー
ニ
ス
１
階
広
場

▼
内
容
　
障
が
い
者
作
品
展
示
、
介
護
用
　

品
展
示
、
障
が
い
に
関
わ
る
相
談
や
ボ
　

ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
　
登
別
市
障
害
者
福
祉
関
　

係
団
体
連
絡
協
議
会
（
登
別
市
社
会
福
　

祉
協
議
会
内
・
緯
碓８８ 
０
８
６
０
）

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

の
入
校
生
を
募
集
し
ま
す

求
職
中
の
障
が
い
者
の
入
校
生
（
訓
練

期
間
１
・
２
年
間
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
願
書
受
付
期
間
　
　
月
　
日
金
ま
で

１１

２０

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
　
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
（
緯
０
１
２
５
碓５２ 
２
７
７
４
）

『
就
職
困
難
者
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

研
修
』
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

▼
日
時
　
　
月
４
日
水
～
平
成
　
年
３
月
　

１１

２２

　
日
木
（
全
　
日
間
）　
９
時
～
　
時

１８

８５

１６

▼
場
所
　
い
ぶ
り
障
が
い
者
花
づ
く
り
ネ
　

ッ
ト
ワ
ー
ク

▼
対
象
　
就
職
に
意
欲
が
あ
る
障
が
い
の
　

あ
る
方

▼
内
容
　
花
苗
栽
培
と
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
　

ジ
メ
ン
ト
作
業
を
中
心
と
し
た
研
修

▼
受
講
料
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.noboribetsu.lg.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
　
登
別
市
雇
用
創
造
推
進
協
　

議
会（
商
工
労
政
Ｇ
内
・
緯
碓８５ 
２
１
７
１
）

▼
日
時
　
　
月
８
日
日
　
　
時
～
　
時

１１

１０

１５

▼
場
所
　
室
蘭
市
市
民
会
館
（
室
蘭
市
輪
　

西
町
）

▼
内
容
　
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
動
画
編
集
、

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
、
音
楽
コ
ー
ナ
ー
、

パ
ソ
コ
ン
解
体
、
講
演
・
講
習
会
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
　
工
藤
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
緯
碓４５ 
２
７
２
６
）

▼
対
象
　
現
在
ま
た
は
過
去
に
雇
用
保
険

の
被
保
険
者
で
あ
る
方

▼
受
講
料
　
１
～
６
万
円

▼
申
し
込
み
　
１
月
　
日
金
ま
で
に
登
別

２９

定員訓練期間入校資格訓練科目

各１０人

２年間（昼）

中学校卒
業以上の
学力のあ
る方

木造建築科

建築板金科

建築塗装科

２年間（夜）高校卒業
以上の学
力のある
方

建築設計科

１年間（夜）
経理事務科

２０人OAシステム科

※訓練期間の（昼）は９時～１７時、（夜）は１８時
～２１時

パ
ソ
コ
ン
で
遊
ぼ
う

～
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
い
ぶ
り
～

▼
日
時
　
　
月
７
日
月
～
　
日
金
（
土
・

１２

１８

日
曜
日
を
除
く
）　
９
時
　
分
～
　
時

３０

１５

　
分
３０

▼
場
所
　
登
別
地
方
高
等
職
業
訓
練
校

▼
内
容
　
簡
単
な
文
章
や
家
計
簿
の
作
成
、

宛
名
印
刷
な
ど

▼
受
講
料
　
１
万
８
千
円

市
民
パ
ソ
コ
ン
講
座

『
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
実
践
講
座
』

を
開
催
し
ま
す

▼
定
員
　
　
人
（
申
込
順
）

２０

※
受
講
者
が
少
な
い
場
合
は
、
実
施
を
中
　

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
持
ち
物
　
上
履
き
、
筆
記
用
具
、
昼
食

▼
申
し
込
み
　
　
月
　
日
月
ま
で
に
登
別
　

１１

３０

職
業
訓
練
協
会
（
緯
碓８５ 
１
４
５
０
）

講
演
会
『
郷
土
史
の
夕
べ
』
に

お
越
し
く
だ
さ
い

～
登
別
郷
土
文
化
研
究
会
～

▼
日
時
　
　
月
６
日
金
　
　
時
～

１１

１８

▼
場
所
　
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

▼
演
題
　
登
別
の
自
然
～
『
ク
ッ
タ
ラ
火
　

山
』
と
『
登
別
化
石
林
』
～

▼
講
師
　
 倉
  澤
  保
  文
 さ
ん
（
登
別
市
郷
土
　

く
ら
 さ
わ
 や
す
 ふ
み

資
料
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
Ｓ
Ｌ

Ｇ
）

▼
問
い
合
わ
せ
　
街
道
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
緯
碓８５ 
５
７
２
１
）

暮
ら
し
と
家
計
の
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

▼
月
日
・
場
所
　
　
月
　
日
金
…
婦
人
セ
　

１１

１３

ン
タ
ー
、　
日
木
…
登
別
市
中
央
福
音
　

１９

教
会

▼
時
間
　
　
時
～
　
時

１０

１２

▼
内
容
　
家
計
簿
を
使
っ
た
予
算
の
立
て

方
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
な
ど

▼
参
加
料
　
　
円
（
当
日
券
　
円
）

４５０

５００

※
託
児
は
予
約
が
必
要
で
す
（
託
児
料
　１５０

円
・
託
児
食
付
き
）
。

▼
申
し
込
み
　
室
蘭
友
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
緯
碓４５ 
０
６
０
５
）
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縄
文
体
験
『
も
っ
と
ま
が
玉
を

つ
く
ろ
う
』
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

▼
日
時
　
　
月
　
日

１１

１４

　
土
　
　
時
～
　
時

１０

１２

▼
場
所
　
カ
ン
ト
・

　
レ
ラ

▼
内
容
　
い
つ
も
と

　
違
う
形
の
ま
が
玉

　
作
り

◎
高
血
圧
教
室

▼
日
時
　
　
月
　
日
水
　
　
時
～
　
時

１１

１１

１５

１６

▼
場
所
　
登
別
厚
生
年
金
病
院

▼
対
象
　
高
血
圧
患
者
と
そ
の
家
族
な
ど

▼
内
容
　
高
血
圧
と
合
併
症
、
食
事
療
法
　

に
つ
い
て

※
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
栄
養
部

　
　
　
　
　
　
　
　
（
緯
碓８０ 
３
２
３
５
）

◎
脂
肪
控
え
め
簡
単
料
理
教
室

▼
日
時
　
　
月
　
日
金
　
　
時
　
分
～
　
　

１１

２０

１０

３０

１３

時
▼
場
所
　
登
別
厚
生
年
金
病
院

▼
内
容
　
豚
肉
の
南
蛮
蒸
し
、
や
き
揚
げ
　

の
和
風
サ
ラ
ダ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
レ
モ
　

登
別
厚
生
年
金
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

ン
煮

▼
申
し
込
み
　
　
月
　
日
月
ま
で
に
電
話

１１

１６

で
栄
養
部
（
緯
碓８０ 
３
２
３
５
）

『
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
ɹ
』
２１

の
集
い
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

～
登
別
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
～

▼
日
時
　
　
月
　
日
火
　
９
時
　
分
～
　
　

１１

２４

３０

１５

時
▼
場
所
　
し
ん
た
　２１

▼
対
象
　
市
内
居
住
の
　
歳
以
上
の
方

１８

▼
内
容
　
栄
養
に
関
す
る
お
話
、
調
理
実
　

習
（
焼
き
鮭
の
南
蛮
風
味
、
五
目
野
菜
　

漬
け
、
ほ
か
２
品
）

▼
定
員
　
　
人
３０

▼
参
加
料
　
　
円
（
教
材
費
・
食
材
費
）

３００

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
筆
　

記
用
具

▼
申
し
込
み
　
　
月
　
日
土
ま
で
に
電
話
　

１１

２１

で
渡
辺
さ
ん
（
緯
碓８６ 
２
７
５
５
）

市
民
ゲ
ー
ム
大
会
を

開
催
し
ま
す

～
登
別
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
～

▼
日
時
　
　
月
８
日
日
　
９
時
　
分
～
　
　

１１

３０

１３

時
▼
場
所
　
鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　
健
康
体
操
や
各
種
ゲ
ー
ム
な
ど

▼
参
加
料
　
　
円
２５０

▼
持
ち
物
　
運
動
し
や
す
い
服
装
、
上
履
　

き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

※
昼
食
に
ス
イ
ト
ン
汁
が
で
ま
す
。

▼
申
し
込
み
　
　
月
６
日
金
ま
で
に
電
話
　

１１

で
荒
生
さ
ん
（
緯
碓８６ 
８
６
３
６
）

▼
定
員
　
　
人
（
申
込
順
）

３０

▼
参
加
料
　
　
円
４００

▼
申
し
込
み
　
　
月
　
日
金
ま
で
に
電
話

１１

１３

で
カ
ン
ト
・
レ
ラ
（
緯
碓８４ 
２
０
６
９
）

対　象行事の内容の概要場　所日　時

乳幼児おはなしくれよん『わらべう
たと絵本の読み聞かせ』

市　立
図書館

１１月１１日水
１０時３０分

幼児
小学生ＤＶＤ上映会１１月１４日土

１３時３０分

乳幼児おはなしくれよん『わらべう
たと絵本の読み聞かせ』

１１月２５日水
１０時３０分

幼児
小学生

おはなしぽけっと
『絵本の読み聞かせ』

１１月２８日土
１３時３０分

幼児
小学生
（定員１５人）

クリスマスツリー作り
『どんぐり・まつぼっくりな
どでクリスマスツリーとオ
ーナメント作り』

１２月５日土
１０時３０分

幼児～
お年寄り絵本の読み語り『絵本劇場』１２月５日土

１３時３０分

乳幼児おはなしくれよん『わらべう
たと絵本の読み聞かせ』

１２月９日水
１０時３０分

▼参加料　無料
※幼児は、保護者同伴とします。
※１２月５日の『クリスマスツリー作り』は１１月２５日水までに電話
でお申し込みください。（申込順）

毎週木曜日は１９時３０分まで開館しています

申し込み・問い合わせ　市立図書館（緯碓８５ ４３２４）
ホームページ　http://library.city.noboribetsu.lg.jp（携帯電
話からはこのアドレスの末尾に/m/）

住　　所・電話番号診 療 所 名日　時

室蘭市知利別町２－２６－１
緯碓４５ １６７７山 本 歯 科 医 院

１１月１日日
９時～１１時 登別市新川町４－１５－１０

緯碓８８ ０８０９えばた歯科医院

室蘭市中央町３－５－６
緯碓２２ ５３６７前 田 歯 科 医 院１１月３日火

９時～１１時

室蘭市港北町２－６－１
緯碓５５ ６３３０み う ら 歯 科

１１月８日日
９時～１１時 伊達市元町４６－１３

緯０１４２碓２３ ００２０石 川 歯 科 医 院

室蘭市東町２－１９－１４
緯碓４４ ４５００水 野 歯 科 医 院１１月１５日日

９時～１１時

室蘭市港北町２－５－１８
緯碓５５ ０１１８森歯科クリニック１１月２２日日

９時～１１時

室蘭市港南町１－９－１９
緯碓２２ ３３２２本 田 歯 科１１月２３日月

９時～１１時

室蘭市母恋北町２－３－１６
緯碓２２ ２３９４横 山 歯 科 医 院１１月２９日日

９時～１１時

　　　　室蘭歯科医師会（緯碓４３ ３５２２）問　い
合わせ

11月の歯科救急医療 １１１１月中旬月中旬～～１２１２月上旬の市立図書館行月上旬の市立図書館行事事
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情報あらかると

『
▼
申
し
込
み
』

 

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
▼
問
い
合
わ
せ
』

市
民
そ
ば
打
ち
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

～
登
別
 蕎
  麦
 道
場
～

そ
 
ば

▼
日
時
　
　
月
　
日
日
　
９
時
～

11

22

▼
場
所
　
札
内
高
原
館

▼
定
員
　
　
人
（
申
込
順
）

20

▼
参
加
料
　
２
千
円
（
材
料
費
・
試
食
を

含
む
）

▼
申
し
込
み
　
　
月
　
日
火
ま
で
に
電
話

11

10

で
二
木
さ
ん
（
緯
碓85 
２
７
７
３
）

▼
日
時
　
　
月
　
日
土
・
　
日
日
・
　
日

１１

２１

２２

２３

月
　
午
前
の
部
…
８
時
　
分
～
　
時
、

３０

１２

午
後
の
部
…
　
時
～
　
時

１５

１７

▼
場
所
　
三
幸
食
堂
２
階

▼
定
員
　
各
　
人
（
申
込
順
）

１０

▼
参
加
料
　
１
千
　
円
５００

▼
持
ち
物
　
上
履
き
、
タ
オ
ル
、
エ
プ
ロ

ン
▼
申
し
込
み
　
　
月
　
日
火
ま
で
に
電
話

１１

１０

（
　
時
～
　
時
）
で
多
田
さ
ん
（
緯
碓８５ 

１４

１７

５
８
９
８
）

新
そ
ば
で
そ
ば
を

打
っ
て
み
ま
せ
ん
か

～
 蕎
  麦
 道
場
・
三
幸
～

そ
 
ば

▼
定
員
　
　
人
（
申
込
順
）

１０

▼
参
加
料
　
　
円
（
材
料
費
）

３００

▼
申
し
込
み
　
　
月
　
日
金
ま
で
に
伴
野

１１

２０

さ
ん
（
緯
・
思
碓８５ 
７
５
１
５
）

第
ɹ
回
登
別
市
民
文
化
祭

４５
登
別
コ
ー
ラ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ɹ３１

を
開
催
し
ま
す

▼
日
時
　
　
月
　
日
日
　
　
時
　
分
～

１１

１５

１５

３０

▼
場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
出
演
　
登
別
女
声
コ
ー
ラ
ス
Ｍ
Ｆ
Ｃ
、

女
声
コ
ー
ラ
ス
し
お
さ
い
、
ボ
ニ
ー
・

ク
ラ
ッ
ク
、
シ
ル
バ
ー
 Ｈ
Ｇ
 、
す
ず
か

ハ
ー
ゲ
ー

け
コ
ー
ラ
ス
、
合
唱
団
あ
す
な
ろ
、
登

別
明
日
中
等
教
育
学
校
合
唱
部
、
合
唱

愛
好
者

▼
入
場
料
　
　
円
（
小
学
生
以
下
無
料
）

５００

▼
問
い
合
わ
せ
　
登
別
合
唱
協
会
・
打
矢

さ
ん
（
緯
碓８６ 
０
１
５
０
）

イ
ラ
ク
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
、
募
金
活
動
と
ユ
ニ
セ
フ

カ
ー
ド
の
販
売
を
行
い
ま
す
。

昨
年
お
渡
し
し
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
ボ
ッ
ク

ス
の
回
収
も
行
い
ま
す
の
で
、
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
　
　
月
　
日
日
　
　
時
～
　
時

１１

２２

１０

１５

▼
場
所
　
ア
ー
ニ
ス
１
階

▼
問
い
合
わ
せ
　
川
瀬
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
緯
碓８３ 
１
０
２
７
）

お
し
ゃ
れ
な
巣
箱
を
つ
く
ろ
う

～
自
然
愛
好
グ
ル
ー
プ
ヨ
シ
キ
リ
の
会
～

▼
日
時
　
　
月
　
日
土
　
９
時
～
　
時
　

１１

２８

１２

３０

分
▼
場
所
　
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

▼
内
容
　
お
し
ゃ
れ
な
巣
箱
造
り

日本工学院北海道専門学校便り
問い合わせ　緯碓８８ ０８８８

『日本工学院　on　the　radio』放送スタート！
日本工学院北海

道専門学校提供の
ラジオ番組『日本
工 学 院　on　the　
radio』（略してニ
コラジ）が１０月８
日木よりＦＭびゅ
～（８４．２メガヘル
ツ）でスタートしました。
ニコラジは学校のイベント情報はもちろん、個性豊か

な先生や学生、部活の最新情報も発信していきます。毎
回テーマを設定して、皆さんからメッセージ・リクエス
トを募集しながら、楽しいトークを繰り広げていきたい
と思っていますので、メールなどでぜひ番組に参加して
ください。

『アフターサミット事業『アフターサミット事業』』
アフリカの難民の方へ衣料を送りまアフリカの難民の方へ衣料を送りますす
～のぼりべつ国際交流会・市共催～のぼりべつ国際交流会・市共催～～
昨年は、北海道洞爺湖サミットのテーマの一つで

もあるアフリカ支援の一環として、難民の方にダン
ボール２２３個分の衣料などを送ることができました。
今年も、持参いただいた衣料などを難民の方に送

ります。

▼日時　１１月２９日日　１０時～１４時

▼場所　市民会館、鷲別公民館、婦人センター

▼受け入れる物　新品の下着、パジャマ、タオル、　
タオルケット、シーツ、洗濯済みの毛布、ズボン、
Ｔシャツ、トレーナー、セーター、ジャンバー、
コートなど

▼受け入れない物　スーツ、スカート、ワンピース、
和服、ふとん、ベビー服、小物類（ネクタイ、ベ
ルト、帽子、手袋など）

※詳しくはお問い合わせください。
※持参いただいた衣類などは、アフリカ以外の難民　
の方に送られる場合があります。

▼搬入方法と送料一部負担金　りんご箱程度のダン　
ボールに入れて持参ください。１箱につき５００円　
の負担をお願います。

▼問い合わせ　田中さん
　　　　（のぼりべつ国際交流会・緯碓８８ ０７９７）

◎１１月の一日体験入学
煙７日土　１１時３０分～１５時３０分

▼ 問い合わせ：入学広報室（緯０１２０－６６６－９６５・ホー
ムページ：http://www.nkhs.ac.jp）

ニコラジは毎週木曜日１９時３０分～２０時放送
番組メールアドレスは→nikoradi＠nkhs．ac．
jp、ファクスは→思碓８１ ６６４４

ユ
ニ
セ
フ
募
金
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

～
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
～
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情報あらかると

市民プール『らくあ』からのお知らせ市民プール『らくあ』からのお知らせ市民プール『らくあ』からのお知らせ 問い合わせ
（緯碓８５ ５５８８）

土金木水火

－
元気アップ教室

１０時３０分
 ～１１時３０分

らくらくシェイプ
アップ教室
１０時３０分
 ～１１時３０分

アクアビクス教室

１０時３０分
 ～１１時３０分

元気アップ教室
（若干名）
１０時３０分
 ～１１時３０分

－
リハビリ教室

１３時～１４時１５分

スイム＆アクアビ
クス教室（若干名）

１３時～１４時

らくらくシェイプ
アップ教室

１３時～１４時

アクアビクス教室
（若干名）

１３時～１４時

－－
水中ウオーキング
教室
１４時３０分
 ～１５時３０分

－
水中ウオーキング
教室
１４時３０分
 ～１５時３０分

アクアビクス教室

１９時～２０時

アクアサーキット
教室
１９時３０分
 ～２０時３０分

アクアビクス教室

１９時３０分
 ～２０時３０分

スイムｄｅシェイプ
教室
１９時３０分
 ～２０時３０分

－

市民プール『らくあ』で随時受
け付けしています。
※お電話での申し込みはお受けで
　きません。
※各教室とも初回受講時に、別途
　スポーツ安全保険料１，６００円が
掛かります。

※受講料のほか、別途入館料が掛
　かります。

◎水中運動教室

各教室、初心者の方も自分のペースで体を動かせる内容になっていま
す。音楽に合わせて楽しみながら、無理なく筋力を付けることができま
す。
煙受講料　各教室月額２，０００円（月４回実施）
※登別市国民健康保険、登別市長寿医療制度加入者は月額１，０００円。
煙定員　各教室３０人（申込順）
煙教室・曜日・時間

◎ヨガ教室

初心者の方対象の教室です。
煙日時　水曜日教室　１１時～１２時、
金曜日教室　１３時３０分～１４時３０分、
金曜日教室（夜間）１９時～２０時
（若干名）

煙定員　各教室２０人（申込順）
煙受講料　各教室月額２，５００円（月
４回実施）

申し込み

のののののののののののののののののののののののののののの
申し込み・備考対象・定員・参加料日　時内　容行事名

当日直接会場へ
着替え持参

未就園児とその保護者
５０組（年間登録・申込順）
１組（２人）３００円

※一人増えるごとにプラス１００円

１１月４日水、１１日水、
１８日水、２５日水
１０時～１２時

森の中の子育てサロン森のちょこっと
子育てひろば

１１月５日木～１０日火に
電話

５歳以上の未就学児とその保護者
１５組（申込順）

１１月１４日土
１３時～１５時

子どもは秋の森へ探検へ
大人はカボチャのおやつづくり

もりもり
森ン子くらぶ

①は１１月６日金～１０日
火に、②は１１月６日金
～１７日火に電話

３歳以上の未就学児とその保護者
各１５組（申込順）

①１１月１４日土～１５日日、
②１１月２２日日～２３日月

１０時～１４時

とんとんまき割りで焚き火～キ
ャンプでお泊り～森のようちえん

前日までに電話
１８歳以上の方
　１０人（申込順）

３００円

１１月１９日木
１０時～１２時

ふぉれすと鉱山のスタッフが周
辺の自然を案内第１０回ガイドウオーク

１１月１２日木～１７日火に
電話

小学生
　３５人（申込順）

１１月２１日土
１０時～１５時ログハウスをつくろうながぐつレンジャー

前日までに電話
鉱山にゆかりのある写
真１枚程度を持参

２００円１１月２２日日
１０時～１５時

昔話に花を咲かせ、なつかしい
時代をひもときます鉱山大同窓会

前日までに電話
昼食持参

１８歳以上の方
１５人（申込順）

２００円

１１月２３日月
１０時～１５時作った散策路の整備

森からつながる環境保全Ⅱ
森の居場所づくり～枯れ枝を払
おう！

前日までに電話
昼食持参

１８歳以上の方
１５人（申込順）

７００円

１１月２６日木
１０時～１４時石がまを使ったアウトドア料理たまにはアウトドアライフ

１１月１７日火～２０日金に
電話未就園児とその保護者１１月２７日金

１０時～１２時３０分アウトドアキッチン森のサロン

前日までに電話
昼食持参

２０人（申込順）
２００円（小学生以下１００円）

１１月２８日土
１０時～１４時ログハウスづくりのお手伝いふぉれすと鉱山流里山づくり

『ログハウスづくりお手伝い』
前日までに電話
マイカップ持参－１１月２９日日

１３時～１５時
ふぉれすと鉱山をもっと活用し
やすくするための会議

コーザンドタバタ井戸端会議
（利用者会議～一般編）
※屋外での行事は、動きやすい服装と靴で、防寒着や帽子、手袋などを持ってお越しください。

申し込み申し込み・・
問い合わ問い合わせせ

（（緯緯碓碓８８５５ ２５６９２５６９））
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情報あらかると

『
▼
申
し
込
み
』

 

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
▼
問
い
合
わ
せ
』

んほ
今月の新着図書

市立図書館
緯塩4324

※図書館では、毎月購入している本の全リスト
を差し上げています。ご利用ください。

このほかに新しく入った本
◇神様のカルテ　  夏  川 　 草  介  著

なつ かわ そう すけ

◇はじめての麦わら帽子  本 
ほん

 上 まなみ 著
じょう

◇新参者  東 
ひがし

 野 　 圭  吾  著
の けい ご

◇女流阿房列車  酒  井 　
さか い

 順 
じゅん

 子  著
こ

◇ビヨンド・エジソン  最 
さい

 相 
しょう

　 葉  月  著
は づき

◇ブラックホールを見つけた男 アーサー・Ｉ・ミラー 著
◇建築する動物たち マイク・ハンセル 著
◇ゼロ、ハチ、ゼロ、ナナ。  辻  村 　 深  月  著

つじ むら み づき

凍土の密約
  今  野 　　 敏 　著

こん の びん

赤坂で殺人事件が発生した。
被害者は右翼団体に所属する男。
さらに次々と事件が起き…。殺
人者はプロ、鍵はロシア。警視
庁公安部の倉島は、公安捜査官
の意地と誇りをかけて敵に挑む。

 黒  澤 
くろ さわ

 明 という時代
あきら

  小 
こ

 林 
ばやし

　 信  彦 　著
のぶ ひこ

『世界のクロサワ』の全作品を
公開時に観続けてきた著者が、
時代と格闘してきた映画作家・黒
澤明の栄光と挫折、喜びと苦悩
を描く。

情報推進グループ

緯◯８５ 6586
姉◯８５ 1108
Eメール:pr@city.
noboribetsu.lg.jp

中
央
町
６
―
　１１

　楽しかったこと、
悲しかったこと、
市への疑問や意見・
要望などを情報推
進グループへ電話
やはがき、封書、
ファクス、電子メ
ールでお寄せくだ
さい。なお、個人
や団体への中傷、
営利を目的とした
お話はご遠慮くだ
さい。

と
は
い
え
、
元
気
に
育
っ
て
く
れ
れ
ば

名
前
や
画
数
な
ん
て
気
に
し
な
く
て
い
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
　
　
　
　
（
新
川
町
・
　
代
男
性
）

３０

名
前
は
最
初
の
贈
り
物

最
近
の
新
聞
の
お
誕
生
欄
を
読
ん
で
い

る
と
、
ふ
り
が
な
な
し
で
は
読
み
方
が
分

か
ら
な
い
名
前
が
多
い
と
感
じ
る
今
日
こ

の
ご
ろ
。

今
年
の
名
前
で
一
番
人
気
が
、
男
の
子

は
『
大
翔
』
だ
そ
う
で
す
。
皆
さ
ん
ど
う

読
む
か
分
か
り
ま
す
か
。
『
た
い
し
ょ
う
』

で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
『
ひ
ろ
と
』
と
読
む

そ
う
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
こ
ろ
は
、
○
男
や
△
子

な
ど
の
名
前
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
が
、
名
前
に
も
流
行
が
あ
る
よ
う
で
す
。

で
す
が
、
読
み
方
は
難
し
く
な
っ
て
も
、

き
っ
と
両
親
が
赤
ち
ゃ
ん
に
い
ろ
ん
な
思

い
を
込
め
て
つ
け
た
の
で
し
ょ
う
。

名
前
は
赤
ち
ゃ
ん
が
初
め
て
も
ら
う
プ

レ
ゼ
ン
ト
と
何
か
の
本
に
も
書
い
て
い
ま

し
た
。
わ
た
し
も
娘
に
名
前
を
付
け
た
と

き
に
は
、
姓
名
判
断
の
画
数
や
入
れ
た
い

漢
字
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
悩
ん
だ
記
憶
が
あ

り
ま
す
。

娘
に
名
前
を
付
け
て
か
ら
、
ふ
と
自
分

の
名
前
の
由
来
が
気
に
な
っ
た
の
で
父
に

尋
ね
る
と
、
職
場
の
同
僚
の
名
前
を
も
ら

っ
た
と
ひ
と
こ
と
…
、
姓
名
判
断
ぐ
ら
い

は
調
べ
と
け
よ
、
お
や
じ
…
。

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を

根
付
か
せ
る
に
は

先
月
の
広
報
の
ぼ
り
べ
つ
の
仲
間
た
ち

で
、
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
普
及
に
努
め

る
団
体
の
紹
介
を
見
て
、
非
常
に
感
心
し

ま
し
た
。

み
ん
な
が
同
じ
よ
う
な
気
持
ち
で
い
ら

れ
た
ら
非
常
に
素
晴
ら
し
い
ま
ち
に
な
る

で
し
ょ
う
ね
。

し
か
し
、
先
日
ス
ー
パ
ー
に
買
い
物
に

行
き
ま
し
た
が
、
身
体
障
害
者
用
駐
車
ス

ペ
ー
ス
に
堂
々
と
車
を
止
め
る
若
い
夫
婦

を
見
掛
け
ま
し
た
。
ど
う
み
て
も
障
が
い

の
あ
る
方
に
は
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

罪
悪
感
も
あ
ま
り
な
い
よ
う
で
し
た
。

や
は
り
、
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
根
付

か
せ
る
た
め
に
は
、
小
学
生
の
道
徳
を
学

ぶ
時
期
に
し
っ
か
り
と
教
育
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の

子
ど
も
が
親
に
注
意
し
て
い
く
こ
と
で
、

少
し
で
も
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
根
付
い

て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
（
富
岸
町
・
主
婦
）

不用品ダイヤル市 お申し込み・お問い合わせは
登別消費者協会（　　8307）

火～金曜日（祝日を除く）10:00～16:00

85

※お申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間は６カ月です
※継続希望の場合は、再度お申し込みください。
※宝飾品は受け付けしません。

●もちつき器●ジュニアドレッサーいす付き（幅５０×高さ１４０㌢㍍）●大
正琴●製図版●野球バット●温泉卵器●かき氷器●パソコンプリンター●

英和辞典●買い物かばん（４種類）●幼児用自転車（青色・補助輪付き）
●スキー板・靴付き（１６５㌢㍍・２２．５㌢㍍）●歩くスキー（靴２５～２６㌢㍍）
●鉛筆１２㌤●大型ホチキス（針２箱付き）●ひな人形（７段飾り）●漢字
字典●グローブ●和裁盤板●除湿機●電気敷毛布●黒板●囲碁一式●茶だ

んす（幅２００×奥行４０×高さ１５０）●スタッドレスタイヤ・アルミホイール
付き（１８０×７０Ｒ）●マージャンパイ（旧式・新式）●パソコンディスプ
レイ●模型飛行機（約２０年前製作）

ゆずります（売ります）

●ワープロ●ＤＶＤデッキ●車いす●室蘭市・登別市地図帳●ベビーベッ

ド●ドレッサー●食卓テーブル●硬式バット●電動ミシン●テレビ台●ま

き割りまさかり●折りたたみベット●ルームランナー●パークゴルフセッ

ト一式（男女用）

ゆずってください（買います）
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情報あらかると

旭ヶ丘町内会
地域情報は『町内会だより』から

優
和
公
園
で
は
、
住
民
パ
ワ
ー
を
結
集
し
て
造
ら
れ
た
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
で
健
康
づ
く
り
を
し
、
四
季
折
々
の
草
木
や
花
に
よ
り

春
は
桜
、
秋
は
紅
葉
が
楽
し
め
、
自
然
散
策
路
に
は
俳
句
・
川
柳
・

短
歌
な
ど
の
句
碑
が
道
行
く
人
に
感
動
を
与
え
て
い
ま
す
。

若草町内会
会長　長谷川一美

町
内
会
事
業
の
紹
介
や
身
近
な
地
域
の
話
題
を
お
知
ら
せ
す

る
『
町
内
会
だ
よ
り
』
は
、
創
刊
か
ら
　
号
を
数
え
ま
す
。
町

３６

内
会
行
事
な
ど
の
写
真
を
カ
ラ
ー
印
刷
で
掲
載
し
、
家
族
団
ら

ん
の
話
題
提
供
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

町
内
会
だ
よ
り
を
通
し
て
、
町
内
会
活
動
へ
の
関
心
と
参
加

意
識
の
向
上
を
目
指
し
て
発
刊
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

旭ヶ丘町内会
会長　工藤利明

会
員
や
役
員
が
一
丸
と
な
り
企
画
・

運
営
し
好
評
の
『
納
涼
ま
つ
り
』
は
毎

年
８
月
上
旬
に
開
催
。
子
ど
も
た
ち
が

楽
し
み
に
し
て
い
る
手
作
り
露
店
で
は

竹
馬
乗
り
や
射
的
、
焼
き
鳥
な
ど
を
楽

し
み
、
ま
つ
り
の
最
後
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
で
歓
声
が
沸
き
上
が
り
ま
す
。

こ
の
『
納
涼
ま
つ
り
』
で
会
員
の
交

流
・
親
ぼ
く
が
深
ま
り
町
内
活
動
を
推

進
す
る
活
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

春
・
秋
の
市
内
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
併
せ
て
沿
道
の
草
刈
り
や

公
園
整
備
、
廃
品
回
収
な
ど
に
町
内
会
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
汗
を

流
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
親
ぼ
く
事
業
で
は
、
平
成
　
年
か
ら

１０

毎
年
春
と
秋
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

各
種
事
業
に
は
多
く
の
参
加
を
願
い
、
自
分
の
住
ん
で
い
る

地
域
活
動
は
み
ん
な
で
築
き
上
げ
る
意
識
を
育
て
て
い
ま
す
。 さくら団地自治会

会長　田渕純勝

地域だより
町内会のいきいき実践活動を紹介
常盤町内会
楽しさいっぱい『納涼まつり』

市連合町内会事務局
市民サービスグループ内
緯碓８５ ２１３９
思碓８５ １１０８

さくら団地自治会
地域環境美化と野外懇親会

常盤町内会
会長　関藤輝雄

若草町内会
心安らぐ・憩いの優和公園

『
七
夕
ま
つ
り
』
で
は
短
冊

が
飾
ら
れ
、
家
族
で
楽
し
い
夏

の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
す
。
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青 葉 児 童 館 開 設 ！青 葉 児 童 館 開 設 ！ ！！

８
月
　
日
に
執
行
さ
れ
た
第
　
回
衆
議
院
議
員
総

３０

４５

選
挙
の
結
果
が
注
視
さ
れ
る
中
、
９
月
　
日
～
　
日

１１

３０

ま
で
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
…

１
平
成
　
年
　
月
１
日
～
　
年
３
月
　
日
の
期
間
で

２１

１０

２３

３１

出
産
を
し
た
と
き
に
支
給
さ
れ
る
「
出
産
育
児
一

時
金
」
を
、
４
万
円
増
額
す
る
法
改
正
が
、
国
の

緊
急
少
子
化
対
策
と
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
を
う
け
て
、
登
別
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
し
ま
し
た
。

ま
た
、　
月
１
日
の
青
葉
児
童
館
の
開
設
に
伴

１０

い
、
登
別
市
児
童
館
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し

た
。

２
民
間
の
土
地
開
発
行
為
に
伴
い
、
「
桜
木
町
の
一

部
を
緑
町
に
編
入
す
る
町
の
区
域
の
変
更
」
を
決

め
ま
し
た
。

３
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
き
、
平
成
　
年
度
決
算
か
ら
適
用
と

２０

な
る
４
つ
の
指
標
と
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
、

い
ず
れ
も
健
全
段
階
で
あ
る
こ
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

４
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
「
基
地
対
策
予
算
の
増
額

等
を
求
め
る
」
・
「
核
兵
器
の
廃
絶
を
求
め
る
」

な
ど
７
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

尚
、
平
成
　
年
度
決
算
に
つ
い
て
も
提
案
さ
れ
、

２０

　
月
　
日
～
　
日
ま
で
審
議
し
ま
し
た
。

１０

２０

２２

発行・登別市議会／編集・議会だより編集委員会／発行日・２００９．１１．１

議　会　　だ　　　よ　　　　り

５５号

一
般
会
計
補
正
予
算
と
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
を

９
月
　
日
に
審
査
し
ま
し
た
。

２８

主
な
内
容
は
・
・
・
・

●質 
総
合
体
育
館
の
整
備
内
容
に
つ
い
て
、
お
よ
び
、
玄
関

を
自
動
ド
ア
に
改
修
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
。

●答 
洋
式
便
座
を
男
女
一
ヶ
所
ず
つ
、
Ｌ
字
型
手
す
り
な
ど

を
設
置
。
玄
関
は
ス
ロ
ー
プ
に
す
る
。
自
動
ド
ア
に
つ

い
て
は
道
路
の
改
修
状
況
に
応
じ
て
前
向
き
に
検
討
す

る
。

●質 
住
宅
手
当
緊
急
特
別
措
置
事
業
費
で
の
支
給
手
続
き
の

方
法
と
周
知
体
制
の
考
え
方
に
つ
い
て
。

●答 
手
続
き
は
社
会
福
祉
グ
ル
ー
プ
が
担
当
。
周
知
に
は
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
・
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
な
ど
関
係
機
関
に
配
置
す
る
。

●質 
消
費
生
活
相
談
を
担
う
嘱
託
員
の
配
置
体
制
の
考
え
方

に
つ
い
て
。

●答 
「
消
費
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
　
月
１
日
か
ら
設
置
す
る

１０

に
伴
い
機
能
強
化
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
今
後
検
討

す
る
。

こ
れ
ら
の
質
疑
の
後
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

第
２
回
定
例
会

青 葉 児 童 館 開 設 ！青 葉 児 童 館 開 設 ！ ！！

総
合
体
育
館
が
一
部
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
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政
権
交
代
に
よ
り
、
学
力
テ
ス
ト
が
全
国

一
斉
方
式
か
ら
、
抽
出
方
式
に
変
更
す
る
政
策

が
示
さ
れ
て
い
る
。
全
国
と
当
市
の
学
力
水
準

を
意
識
し
、
今
後
の
授
業
の
進
め
方
、
学
習
の

成
果
検
証
の
た
め
に
、
市
独
自
の
学
力
テ
ス
ト

を
必
要
と
考
え
る
が
、
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

 
 
教
育
の
水
準
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
全

国
一
斉
学
力
調
査
は
、
教
育
施
策
の
効
果
や
課

題
を
検
証
し
、
そ
の
改
善
を
図
る
上
で
効
果
を

上
げ
て
き
た
。
抽
出
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
場

合
は
市
単
独
実
施
の
方
法
を
検
討
す
る
。

●質 ●答 

山
　
田
　
新
　
一

今
後
の
教
育
行
政

今
後
の
教
育
行
政
ににつ

い

 

つ
い
てて

『
こ
れ
ま
で
手
を
付
け
て
来
な
か
っ
た
「
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
き
（
意
見
公
募
手
続

き
）
」
の
制
度
設
計
に
関
す
る
当
市
と
し
て
の

考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。
』
と
の
質
問
に
対
し

『
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
き
の
制
度
化
は

「
要
綱
」
を
作
成
し
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

す
で
に
原
案
は
出
来
て
お
り
、
年
内
に
自
治
推

進
委
員
会
や
市
民
に
対
し
て
意
見
の
提
出
を
募

り
た
い
。
』
と
答
弁
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
行

政
手
続
法
第
　
条
の
主
旨
は
、
自
治
体
に
「
条

４６

例
」
と
し
て
の
制
度
化
を
求
め
る
も
の
で
あ
る

と
し
て
要
綱
作
成
に
疑
問
を
投
げ
掛
け
ま
し
た
。

石
　
山
　
正
　
志

パ
ブ
コ
メ

パ
ブ
コ
メ
はは

条
例
で
制
度
化

 

条
例
で
制
度
化
をを

市へ質問市へ質問

 
 
厚
生
年
金
病
院
は
整
理
機
構
に
移
管
さ
れ

て
お
り
、
来
年
９
月
が
存
廃
の
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ

ト
と
な
っ
て
い
る
。

総
選
挙
で
政
権
交
代
が
お
こ
な
わ
れ
る
現
状

に
お
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
な
る
か
わ
か
ら

な
い
。
市
民
も
大
変
不
安
を
感
じ
て
い
る
、
存

続
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

 
 
救
急
医
療
の
一
翼
を
担
う
な
ど
地
域
医
療

に
果
た
す
役
割
は
大
き
く
、
重
要
な
病
院
と
考

え
て
お
り
、
今
後
も
公
的
病
院
と
し
て
存
続
で

き
る
よ
う
国
に
要
望
し
て
い
く
。

●質 ●答 

平
　
田
　
江
美
子

市
民
の
命
を
守
る
地
域

市
民
の
命
を
守
る
地
域
のの

病
院
に
つ
い

 

病
院
に
つ
い
てて

 
 
昨
年
度
か
ら
、
西
陵
中
学
校
区
を
モ
デ
ル

地
区
と
し
て
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
「
学

校
支
援
地
域
本
部
事
業
」
で
の
「
ね
ら
い
」
と

も
言
え
る
「
学
校
支
援
者
」
（
学
校
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
地
域
住
民
な
ど
）
の
確
保
に
向
け

た
具
体
的
な
取
り
組
み
を
聞
き
た
い
。

 
 
基
本
的
に
は
、
学
校
区
の
町
内
会
等
を
通

じ
て
、
多
く
の
支
援
者
の
募
集
を
行
う
こ
と
に

し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
現
在
更
新
を
予
定
し
て
い
る
「
生

涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
」
も
併
せ
て
、
様
々
な
人

材
を
確
保
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●質 ●答 

天
神
林
　
美
　
彦

学
校
支
援
者

学
校
支
援
者
のの

確
保
に
つ
い

 

確
保
に
つ
い
てて

今
回
は
「
男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
」

各
種
審
議
会
の
委
員
を
男
女
半
数
ず
つ
に
す
べ

き
と
い
う
提
案
を
含
め
、
大
綱
５
項
目
に
つ
い

て
質
問
を
し
た
。
「
健
康
保
養
地
構
想
策
定
に

つ
い
て
」
の
項
目
で
は
、
生
活
福
祉
部
の
事
業

と
し
て
、
北
大
の
温
泉
療
法
医
や
代
替
療
法
、

ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
な
ど
の
専
門
家
を
集
め
た

策
定
委
員
会
を
設
置
す
べ
き
で
あ
る
と
提
案
し

た
。
室
部
長
と
小
笠
原
市
長
共
に
「
健
康
保
養

地
を
理
解
す
る
為
に
、
専
門
家
と
の
意
見
交
換

の
場
を
設
け
て
勉
強
し
た
い
の
で
、
力
を
貸
し

て
ほ
し
い
」
と
の
前
向
き
な
答
弁
が
あ
っ
た
。

山
　
口
　
賢
　
治

日
本
一
の
健
康
保
養

日
本
一
の
健
康
保
養
地地

目
指
せ

 

目
指
せ
！！

 
 
観
光
は
平
和
産
業
で
あ
る
。
「
国
家
の
安

全
保
障
」
か
ら
「
人
間
の
安
全
保
障
」
へ
「
軍

事
的
安
全
保
障
」
か
ら
「
文
化
的
安
全
保
障
」

へ
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
観
光
に
、
よ
り
誇
り

を
も
っ
て
取
り
組
む
べ
き
。
ま
た
、
本
年
は
７

月
よ
り
中
国
の
個
人
観
光
ビ
ザ
が
解
禁
に
な
り

北
海
道
観
光
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。　
億
枚
発

１８

行
さ
れ
て
い
る
銀
聯
カ
ー
ド
の
市
内
で
の
取
り

扱
い
状
況
と
今
後
に
つ
い
て
。

 
 
誘
致
に
つ
い
て
は
各
関
係
機
関
と
連
携
を

強
め
、
積
極
的
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。

銀
聯
カ
ー
ド
は
市
内
２
軒
で
取
り
扱
っ
て
い
る
。

●質 ●答 

木
　
村
　
俊
　
子

観
光
客

観
光
客
のの

誘
致
に
つ
い

 

誘
致
に
つ
い
てて
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市へ質問市へ質問

 
 
現
在
観
光
を
中
心
と
し
た
産
業
ク
ラ
ス
タ

ー
計
画
を
基
に
、
産
業
政
策
が
進
め
ら
れ
て
い

る
が
そ
の
検
証
、
効
果
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら

市
内
の
各
産
業
が
連
携
し
、
各
分
野
別
に
個
別

指
標
が
見
え
る
基
本
政
策
を
樹
立
す
べ
き
で
な

い
か
。　
そ
の
た
め
に
は
総
合
計
画
基
本
計
画

の
実
施
計
画
を
樹
立
し
て
、
具
体
的
な
地
域
経

済
（
産
業
）
活
性
化
策
を
展
開
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

 
 
現
在
の
市
の
財
政
状
態
を
考
え
る
と
多
大

な
投
資
に
耐
え
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
国
の
動
向

に
従
い
た
い
。

●質 ●答 

西
　
村
　
孝
　
夫

登
別
市
経
済
（
産
業

登
別
市
経
済
（
産
業
））

政
策
の
樹
立
を

 

政
策
の
樹
立
を
！！

 
 
庁
内
に
お
け
る
グ
ル
ー
プ
制
の
見
直
し
を

含
め
た
組
織
機
構
の
あ
り
方
の
検
討
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

 
 
高
額
療
養
費
問
題
に
関
連
し
て
『
再
発
防

止
の
取
り
組
み
計
画
』
を
策
定
し
た
が
、
そ
の

計
画
に
基
づ
き
、
グ
ル
ー
プ
制
の
あ
り
方
や
検

証
を
含
め
て
７
月
・
８
月
に
全
職
員
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
現
在
取
り
ま
と
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
結
果
を
基
に
検
証
し
、
次
年
度
の
組
織

機
構
の
見
直
し
に
あ
わ
せ
て
、
と
も
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

●質 ●答 

高
　
橋
　
正
　
美

組
織
機
構
の
あ
り

組
織
機
構
の
あ
り
方方

検
討
の
状
況

 

検
討
の
状
況
はは

登
別
市
だ
け
で
な
く
、
近
隣
自
治
体
と
と
も

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
発
揮
し
た
観
光
産
業

の
振
興
を
図
れ
る
よ
う
、
国
土
交
通
省
に
よ
る

「
観
光
圏
」
の
認
定
に
取
り
組
む
こ
と
を
提
言
。

当
市
が
〝
定
住
促
進
地
区
〟
と
し
て
、
観
光
圏

整
備
実
施
計
画
の
策
定
を
本
年
度
中
に
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
家
庭
へ
の
太
陽
光

発
電
導
入
費
助
成
制
度
の
設
立
な
ど
、
環
境
政

策
の
積
極
的
展
開
を
提
言
。
来
年
度
市
政
執
行

方
針
に
お
い
て
、
環
境
政
策
が
盛
り
込
ま
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
災
害
時
要
援

護
者
へ
の
支
援
強
化
を
再
三
訴
え
ま
し
た
。

辻
　
　
　
弘
　
之

み
ん
な
で
観
光

み
ん
な
で
観
光
のの

ま
ち
づ
く

 

ま
ち
づ
く
りり

部
活
動
の
重
要
性
、
必
要
性
を
行
政
は
認
識

し
て
い
る
も
の
の
、
積
極
的
な
環
境
改
善
に
は

至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
生
徒
・
教

員
の
減
少
、
教
員
の
多
忙
・
高
齢
化
、
適
切
な

指
導
者
確
保
の
困
難
さ
や
、
生
徒
・
教
員
・
保

護
者
・
指
導
者
間
の
連
携
不
足
な
ど
、
学
校
だ

け
の
問
題
で
は
な
い
。
地
域
を
含
め
、
行
政
が

リ
ー
ド
し
た
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
と

指
摘
。
部
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
理
想
的
、
有
意

義
な
も
の
に
な
る
よ
う
に
、
ま
た
大
き
な
問
題

が
起
こ
る
前
に
現
場
の
実
態
を
把
握
す
る
よ
う

努
め
る
べ
き
で
あ
る
。
先
進
自
治
体
の
事
例
を

研
究
し
、
サ
ポ
ー
ト
及
び
指
針
を
示
す
べ
き
と

提
言
し
た
。

成
　
田
　
昭
　
浩

中
学
校
の
運
動
部
活

中
学
校
の
運
動
部
活
動動

に
つ
い

 

に
つ
い
てて

市
長
就
任
１
年
の
経
過
と
政
権
交
代
や
世
界

的
な
大
転
換
期
と
い
っ
た
時
代
背
景
に
お
い
て
、

現
状
の
検
証
と
見
直
し
を
し
、
登
別
の
今
後
の

進
路
と
そ
の
取
り
組
み
を
明
ら
か
に
す
る
べ
き

で
あ
る
。
総
合
計
画
見
直
し
の
考
え
や
基
本
計

画
の
「
や
さ
し
さ
と
共
生
す
る
ま
ち
」
と
「
大

地
に
根
ざ
し
た
た
く
ま
し
い
産
業
が
根
ざ
す
ま

ち
」
の
各
施
策
推
進
上
の
課
題
な
ど
を
質
問
。

さ
ら
に
、
様
々
な
立
場
の
方
々
と
の
助
け
合
い

の
仕
組
み
づ
く
り
や
、
観
光
振
興
に
つ
い
て
新

た
な
視
点
で
の
戦
略
・
戦
術
を
構
築
す
る
こ
と

な
ど
、
提
言
を
交
え
な
が
ら
再
質
問
を
し
た
。

松
　
山
　
哲
　
男

登
別
の
今
後
の
進
路

登
別
の
今
後
の
進
路
とと

そ
の
取
組
み

 

そ
の
取
組
み
はは

 
 
自
治
体
間
の
新
た
な
連
携
の
形
と
し
て
、

「
定
住
自
立
圏
構
想
」
が
国
か
ら
示
さ
れ
た
。

室
蘭
市
が
年
内
に
中
心
市
宣
言
を
す
る
意
向
だ

が
、
提
携
を
結
ん
だ
場
合
の
圏
域
全
体
と
、
当

市
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
と
今
後
の
市
民
に
対
す

る
周
知
・
議
論
の
手
法
に
つ
い
て
は
。

 
 
中
心
市
が
持
っ
て
い
る
機
能
に
よ
り
、
周

辺
市
町
村
の
生
活
機
能
が
補
完
さ
れ
る
。

ま
た
、
昨
年
度
策
定
し
た
「
西
胆
振
地
域
づ

く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
併
せ
て
、
「
定
住
自
立
圏

構
想
に
つ
い
て
」
の
意
見
交
換
の
場
が
必
要
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。

●質 ●答 

赤
　
根
　
広
　
介

将
来
の
登
別

将
来
の
登
別
のの

議
論
を

 

議
論
を
！！

 
 
毎
年
運
動
会
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
教
員
を

悩
ま
せ
る
の
は
、
一
度
雨
が
降
る
と
練
習
が
２

３
日
出
来
な
い
こ
と
。
時
に
は
、
外
で
一
度
も

練
習
で
き
な
い
で
当
日
を
迎
え
る
こ
と
も
あ
り

子
ど
も
達
の
負
担
も
大
変
な
も
の
で
あ
る
。
教

員
達
は
、
当
日
、
朝
５
時
半
出
勤
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
正
常
な
教
育
活
動
が
で
き
る
環
境
で

は
な
い
。
グ
ラ
ン
ド
整
備
の
年
次
計
画
を
立
て

子
ど
も
達
が
力
い
っ
ぱ
い
活
動
で
き
る
教
育
環

境
整
備
を
行
う
べ
き
。

 
 
グ
ラ
ン
ド
状
況
は
承
知
し
て
い
る
。
排
水

工
事
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
一
度
検
討
し
た
い
。

●質 ●答 

渡
　
辺
　
　
　
勉

小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド

小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
のの

暗
き
ょ
排
水
工
事
に
つ
い

 
暗
き
ょ
排
水
工
事
に
つ
い
てて
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昨
年
発
覚
し
た
、
高
額
療
養
費

未
請
求
問
題
の
損
失
補
て
ん
決
着

を
受
け
、
今
後
万
全
な
再
発
防
止

を
推
進
す
る
た
め
委
員
会
と
し
て

は
、
議
員
・
職
員
の
倫
理
規
定
を

重
要
テ
ー
マ
と
し
て
年
間
活
動
方

針
に
盛
り
込
み
ま
し
た
。
つ
い
て

は
、　
月
　
日
～
　
日
の
４
日
間

１０

２７

３０

に
わ
た
り
、
議
員
・
職
員
の
倫
理

条
例
を
制
定
し
て
い
る
先
進
地
を

視
察
し
ま
し
た
。

視
察
先
の
、
東
京
都
多
摩
市
、

国
分
寺
市
、
八
王
子
市
で
は
「
条

例
制
定
に
お
け
る
問
題
・
課
題
は

何
か
」
を
中
心
に
、
条
例
策
定
に

お
け
る
留
意
点
や
罰
則
規
定
の
考

え
方
に
つ
い
て
、
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

現
在
、
民
間
企
業
を
は
じ
め
公

共
機
関
に
お
い
て
も
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵
守
）
が
強
く

求
め
ら
れ
て
お
り
、
時
代
背
景
・

ニ
ー
ズ
に
適
合
し
た
積
極
的
な
取

り
組
み
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら

視
察
結
果
を
踏
ま
え
精
力
的
に
活

動
を
展
開
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。よ

り
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て

は
、
次
回
議
会
だ
よ
り
で
報
告
い

た
し
ま
す
。
な
お
、
視
察
報
告
書

は
　
月
上
旬
を
目
途
に
作
成
し
、

１１
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

委

員

会

だ

よ

委
　
員
　
会
　
だ
　
よ
　
りり

焔
当
委
員
会
で
は
左
記
の
と
お
り
、

活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

６
月
　
日
２６

煙
し
尿
処
理
施
設
の
閉
鎖
計
画
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
係
る

経
過
報
告
に
つ
い
て

８
月
　
日
１０

煙
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事

業
に
つ
い
て

煙
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
事
業
な

ど
に
つ
い
て

煙
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

療
育
機
能
強
化
事
業
に
つ
い
て

９
月
３
日

煙
青
葉
児
童
館
の
現
地
視
察
に
つ

い
て

煙
要
保
護
児
童
の
対
応
状
況
に
つ

い
て

焔
第
２
回
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た

案
件
は
、
出
産
一
時
金
を
　
万
４２

円
へ
引
き
上
げ
る
条
例
改
正
と
、

青
葉
児
童
館
が
新
設
さ
れ
る
こ

と
に
伴
う
児
童
館
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
で
し
た
。

　
主
な
質
疑
と
し
て
、

煙
国
保
加
入
者
の
対
象
者
数
に
つ

い
て

煙
分
娩
の
ト
ラ
ブ
ル
発
生
へ
の
対

応
、
相
談
窓
口
に
つ
い
て

煙
青
葉
児
童
館
の
事
業
費
お
よ
び

利
用
想
定
児
童
数
に
つ
い
て

煙
児
童
館
の
建
設
年
度
お
よ
び
利

用
想
定
児
童
数
に
つ
い
て

な
ど
の
質
疑
が
あ
り
、
全
会
一
致

で
両
案
と
も
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

●
水
道
事
業
に
関
わ
る
、
室
蘭
市

と
の
分
水
解
消
の
問
題
に
つ
い

て
、
７
月
　
日
に
所
管
事
務
調

１４

査
と
し
て
、
旭
川
市
と
東
神
楽

町
と
の
分
水
解
消
手
法
の
事
例

研
究
を
行
い
ま
し
た
。
分
水
供

給
に
は
、
事
故
発
生
時
の
責
任

所
在
の
問
題
、
安
定
的
な
恒
久

水
源
の
確
保
の
課
題
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
今
回
の
事
例
は
、
当

市
と
室
蘭
市
の
諸
事
情
と
は
異

な
る
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
将

来
に
向
け
て
の
一
手
法
と
し
て

今
後
の
展
開
に
役
立
つ
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

●
　
月
６
日
～
９
日
ま
で
、
長
野

１０県
長
野
市
、
安
曇
野
市
、
小
布

施
町
へ
の
行
政
視
察
を
行
な
い

ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
、
産
業
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
、
く
ら
し
の
助
け

合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
あ
ん
し

ん
」
の
取
り
組
み
、
地
域
ブ
ラ

ン
ド
構
築
と
観
光
客
誘
客
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
で
す
。

登
別
市
議
会
で
は
、
議
場
に
パ
ソ
コ
ン
を
持
ち

込
む
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
全
国
的
に
例
の
な
い

Ｉ
Ｔ
化
の
推
進
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

本
定
例
会
か
ら
は
、
議
会
中
継
を
ス
タ
ー
ト

（
試
行
）
し
て
、
傍
聴
で
き
な
い
市
民
の
皆
さ
ん

な
ど
へ
情
報
公
開
度
の
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
た
。

◎
導
入
ま
で
の
経
過
・
・

中
継
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
関
し
て
は
、
議
会
改

革
に
関
す
る
議
長
諮
問
事
項
を
受
け
、
平
成
　
年
１９

９
月
か
ら
小
委
員
会
を
設
置
し
て
、
実
現
へ
向
け

た
具
体
的
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
、
既
存
設
備
を
有
効
利
用
す
る
こ

と
で
経
費
も
圧
縮
で
き
導
入
に
至
り
ま
し
た
。

◎
登
別
市
議
会
の
中
継
・
・
特
徴
は
　

議
会
中
継
は
、
他
の
市
町
村
で
も
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
殆
ど
は
本

会
議
中
継
が
中
心
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

登
別
市
議
会
の
特
徴
は
、
各
種
委
員
会
な
ど
全

て
の
会
議
に
対
し
て
、

生
中
継
（
ラ
イ
ブ
）

と
録
画
中
継
（
ビ
デ

オ
５
年
間
分
）
を
配

信
す
る
こ
と
で
す
。

更
に
、
シ
ス
テ
ム

導
入
の
際
に
設
置
さ

れ
た
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ

ー
を
利
用
し
て
、
調

査
デ
ー
タ
な
ど
を
図

や
グ
ラ
フ
に
し
て
表

示
す
る
な
ど
、
質
疑

の
精
度
や
理
解
度
を

高
め
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。

第第第第第第第第第第
２２２２２２２２２２
回回回回回回回回回回
定定定定定定定定定定
例例例例例例例例例例
会会会会会会会会会会
にににににににににに
おおおおおおおおおお
いいいいいいいいいい
てててててててててて
試試試試試試試試試試
行行行行行行行行行行
配配配配配配配配配配

第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
試
行
配
信信信信信信信信信信信
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▲東神楽町視察
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人のうごき（平成21年9月末日現在）／人口52,664（ー88）　 世帯24,970（ー51）（　）は前月比 

『めむの会』
森のクラフト体験参加者募集

手作りのハガキやしおりを作ってみ
よう！

▼日時　１１月２８日土　９時～１２時

▼場所　ポロトの森ビジターセンター

▼内容　採集した落ち葉やストックし
た押し葉などを使って、手作りのハ
ガキやラミネート加工したしおりづ
くりを体験します

▼参加料　５００円（中学生以下２５０円）

▼持ち物　筆記用具

▼申し込み　１１月２７日金１６時までに電　
話で『めむの会』有田さん（緯０９
０－８９３８－１５１１）

ピアノ（ 高  木  洋  子 ）＆ギター（ 阿  部 　
たか ぎ よう こ あ べ

 博 ）
ひろし

クラシックジョイントコンサート

▼日時　１１月２５日水　１９時～

▼場所　だて歴史の杜カルチャーセン　
ター講堂

▼内容　一部（ピアノソロ）：パスト
ラール（Ｊ．ロドリーゴ）、オリエ
ンタル（Ｅ．グラナドス）ほか、二
部（ギターソロ）：アルハンブラ宮
殿の想い出（Ｆ．ターレガ）ほか

▼入場料　当 日 券２，５００円（前 売 券
２，０００円）、学生無料（入場整理券
をだて歴史の杜カルチャーセンター
で限定配布）

▼問い合わせ　だて歴史の杜カルチャ
ーセンター（緯０１４２碓２２ １５１５）

『スケートリンク』が
１１月１日にオープン

▼開館時間　平日…１２時～１８時、土・
日曜日、祝日…１０時～１８時

▼休館日　月曜日
※月曜日が祝日の場合は、その翌日が　
休館日です。

▼場所　室蘭市中島スポーツセンター

▼入場料（１人１回）　４００円、６５歳以
上３００円、高校生２００円、小・中学生
１００円
※未就学児童は無料。
※お得な回数券もあります。

▼問い合わせ　室蘭市中島スポーツセ　
ンター（緯碓４５ ０８００）

インフルエンザについてのお知らインフルエンザについてのお知らせせ
問い合わ問い合わせせ

健康推進グルー健康推進グループプ
（しん（しんたた２１２１内・内・緯緯碓碓８８５５ ０１０００１００））

高齢者対象の季節性インフルエンザ　
予防接種を実施します

▼対象　６５歳以上の方、または６０歳以上６５歳未満で　
心臓、じん臓、呼吸器の機能障害またはヒト免疫　
不全ウイルスによる免疫機能障害で身体障害者手　
帳１級の方

▼実施期間　１２月３１日木まで

▼実施場所　登別・室蘭市内で季節性インフルエン　
ザ予防接種を実施している医療機関

▼接種料金（自己負担額）　１，０５０円
※対象者のうち次の方は無料となります。
焔市民税非課税者や生活保護受給者（接種時に介護
保険料納入通知書または介護保険料額決定通知書、
市民税課税証明書（有料）、生活保護受給証明書
のいずれかを持参してください）。

焔市の国民健康保険または長寿医療制度に加入して　
いる方（接種時に保険証を持参してください）。

※接種時に上記書類の確認ができない場合は、有料　
となります。

▼申込方法　医療機関に直接お申し込みください

新型インフルエンザのワクチン接種について

新型インフルエンザの免疫をつけ、死亡者や重傷
者の発生をできる限り減らすため、次の順位でワク
チンの任意接種を行います。

▼接種順位・対象・接種開始予定時期

▼接種医療機関　かかりつけ医にご相談ください

▼接種回数　２回

▼接種料金　１回目：３，６００円、２回目：２，５５０円
※市民税非課税世帯は、負担軽減を行います。

▼申込方法　医療機関に直接（実施日・時間は事前　
に問い合わせ）お申し込みください

接種開始
予定時期対　象接種

順位

１０月後半インフルエンザ診療に直接従事する医療従
事者１

１１月前半基礎疾患のある方２
１１月前半妊婦３
１２月後半１歳～小学３年生に相当する年齢の子ども４

１月前半
１歳未満の子どもの保護者または優先接種
対象者のうち、身体的な理由により予防接
種が受けられない方の保護者など

５

新型インフルエンザと疑われる場合の病院受診方法について

　急な発熱、咳、のどの痛み、鼻水などインフルエンザの症状のある方は、医療機関で直接受診できますが、
必ず事前に医療機関に電話連絡してから、受診時間帯や受診方法などについて指示を受けてください。
※受診するときは、必ずマスクを着用しましょう。
※慢性の病気などをお持ちの方は、まず『かかりつけ医』に相談しましょう。


